
円山川水系自然再生推進委員会 

第４回委員会議事次第 
 

日 時 ： 平成２１年３月１７日（火） 13:30～16:30 

場 所 ： ビジネスイン豊岡  ２階  大ルーム 

 
１．開 会 
   

２．挨 拶 
 
３．議 事 
（１） 「円山川水系自然再生推進委員会」規約の改訂 

  

（２）委員の交代について 
   

（３） 第３回委員会の議事録確認 
 
（４） 技術部会座長の報告 

  

（５）直轄管理区間：自然再生に関わる事業の実施状況について 
（技術部会検討事項の報告） 

１）下鶴井地区の再生計画について 

２）加陽地区の再生方針について 

３）河川工事の実施状況について 

４）今年度のモニタリング調査結果・来年度のモニタリング計画について 
 

（６）県管理区間：自然再生に関わる事業の実施状況について 

１）六方川・鎌谷川・八代川における自然再生整備状況について 

２）出石川におけるオオサンショウウオの放流及び放流後の状況について 
  

（７）その他（今後の予定等：委員会・技術部会の検討スケジュール 他） 
 

４．閉 会(挨拶) 
 
 

○資 料 

（番号なし･････ 議事次第、席次表） 

・資料－ 1 ････「円山川水系自然再生推進委員会」規約 

・資料－ 2 ････ 円山川水系自然再生に関わる検討スケジュール 

・資料－3.1････「円山川水系自然再生推進委員会」第３回委員会審議骨子（案） 

・資料－3.2････「円山川水系自然再生推進委員会」第３回委員会議事詳録（案） 

・資料－3.3････「円山川水系自然再生推進委員会」第３回委員会意見と対応(案) 

・資料－4.1････ 下鶴井地区の再生計画について 

・資料－4.2････ 加陽地区の再生方針について 

・資料－4.3････ 河川工事の実施状況について（直轄管理区間） 

・資料－4.4････ 今年度のモニタリング調査結果について 

・資料－4.5････ 来年度のモニタリング計画について 

・資料－5.1････ 六方川・鎌谷川・八代川における自然再生整備状況について 

・資料－5.2････ 出石川におけるオオサンショウウオの放流及び放流後の状況について 
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「円山川水系自然再生推進委員会」規約（案）

（名 称）
第１条 本会は「円山川水系自然再生推進委員会」(以下委員会という)と称する。

（目 的）
第２条 本委員会は、コウノトリをシンボルとした地域づくりを進める中で、豊岡盆地を

はじめとする円山川水系の河川における生態系の多様性の保全・再生・創出を念頭
においた自然再生計画の施策の推進に当たり、各種検討事項について様々な観点か
ら審議し、助言することを目的とする。

（検討事項）
第３条 本委員会では、当該地の状況を踏まえ、施策の実施状況の点検及び計画の修正・

更新について検討を行うものとする。

（委員会）
第４条 本委員会は、別表にあげる委員から構成する。

２．委員会には委員長をおく。
３．委員及び委員長は、河川管理者である国土交通省豊岡河川国道事務所長、及

び兵庫県但馬県民局長（豊岡土木事務所）が委嘱する。
４．委員会は、事務局に対し、審議に必要な資料の提出を求めることができる。ま

た、必要に応じ、河川管理者、関係行政機関及びオブザーバーに意見を求めるこ
とができる。

（委員長）
第５条 委員長は、委員会を代表し、会務を総括する。

２．委員長は、必要な都度、委員会を招集する。
３．委員長に事故ある時は、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行す

る。

（技術部会）
第６条 委員会の下部組織として、技術部会を設ける。

２．技術部会は、別表－２にあげる委員から構成する。
３．技術部会は、次の事項について技術的観点から審議し、委員会に報告する。

①自然再生事業の実施及びモニタリング調査に係わる事項
②治水事業による自然環境への影響に係わる事項

４．技術部会の運営方針は、技術部会で定める。

（委員会の公開）
第７条 委員会は、原則的に公開とし、その公開方針は別紙によるものとする。

（事務局）
第８条 事務局を国土交通省豊岡河川国道事務所および兵庫県豊岡土木事務所におく。

（雑 則）
第９条 この規約に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、委員会で定めるも

のとする。
２．この規約の改正については、委員会で定めるものとする。

（附 則）
第10条 この規約は、平成17年 9月29日から施行する。

改正 平成 年 月 日

資料－１
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平成21年3月17日改正（案）

＜別 表＞

「円山川水系自然再生推進委員会」委員名簿（案）
※敬称略；五十音順

＜委員長＞
○岐阜大学 流域圏科学研究センター 教授 藤田裕一郎

＜委員；学識経験者＞
○（独）土木研究所水環境研究グループ上席研究員 天野 邦彦

○兵庫県立コウノトリの郷公園 田園生態研究部 主任研究員

兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 准教授 大迫 義人

○明石工業高等専門学校 都市システム工学科 教授 神田 佳一

○兵庫県立人と自然の博物館 自然・環境ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ研究部 主任研究員

兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 准教授 田中 哲夫

○兵庫県立人と自然の博物館 副館長

兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 教授 中瀬 勲

○兵庫県立人と自然の博物館 研究系次長

兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 教授 服部 保

○兵庫県立人と自然の博物館 自然・環境ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ研究部 主任研究員

兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 講師 三橋 弘宗

○日本ハンザキ研究所 所長 栃本 武良

＜委員；地元代表＞
○蓼川土地改良区理事長 池口 正和

○豊岡あいがも稲作研究会 代表 石田 敏明

○コウノトリ市民研究所 代表 上田 尚志

○豊岡市区長連合会 会長 日下部昌男

○豊岡市教育委員会こども教育課 主幹 中川 明

○円山川漁業協同組合 参事 福井 泉

○豊岡市土地改良区協議会 会長 森田 健治

○但馬自然史研究会 代表 本庄 四郎

○三江地区区長会 会長 森田 進

○豊岡市ＰＴＡ連合会会長 由利昇三郎

＜河川管理者＞
○国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所長 齋藤 博之

○兵庫県 但馬県民局 豊岡土木事務所長 大塚 純斎

＜関係行政機関＞
○国土交通省 近畿地方整備局 河川環境課長 野口 隆

○兵庫県 県土整備部 土木局 河川計画室長 永井 隆夫

○兵庫県 但馬県民局 コウノトリ翔る地域づくり担当参事 三宅 治

○兵庫県 但馬県民局 地域振興部 豊岡農林振興事務所長 藤本 毅

○兵庫県 但馬県民局 地域振興部 豊岡土地改良事務所長 小川 至紀

○兵庫県 教育委員会 文化財室長 村上 裕道

○豊岡市 コウノトリ共生部長 太田垣秀典

○豊岡市 城崎総合支所 地域整備課長 新谷 博志

○豊岡市 日高総合支所 地域整備課長 一幡 和之

○豊岡市 出石総合支所 地域整備課長 米田 敬一

○豊岡市 但東総合支所 地域整備課長 山崎 茂喜

○豊岡市 教育委員会 文化振興課長 大垣 健夫
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平成21年3月17日改正（案）

＜別表ー２＞

「 」 （ ）円山川水系自然再生推進委員会 技術部会 構成委員名簿 案
※敬称略；五十音順

＜委員＞

○コウノトリ市民研究所 代表 上田 尚志

○兵庫県立コウノトリの郷公園 田園生態研究部 主任研究員

兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 准教授 大迫 義人

○明石工業高等専門学校 都市システム工学科 教授 神田 佳一

○コウノトリ湿地ネット 副代表 佐竹 節夫

○コウノトリ市民研究所 副代表 菅村 定昌

○兵庫県立コウノトリの郷公園 研究員

兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 講師 内藤 和明

○円山川漁業協同組合 事務局長 福井 泉

○但馬自然史研究会 代表 本庄 四郎

○兵庫県立人と自然の博物館 自然・環境ﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ研究部 主任研究員

兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 講師 三橋 弘宗

＜河川管理者＞

○国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 副所長 平松 善勝

○国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 工務第一課長 南後 和寛

○国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 調査課長 辻 一義

○国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 建設専門官 日下 慎二

○兵庫県 但馬県民局 豊岡土木事務所 河川砂防課長 南 則夫

＜関係行政機関＞

○兵庫県 但馬県民局 コウノトリ翔る地域づくり担当参事 三宅 治

○豊岡市 コウノトリ共生部 コウノトリ共生課長 上田 篤

○豊岡市 都市整備部 建設課長 田中 孝幸
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＜別 紙＞

「円山川水系自然再生推進委員会」の公開方針（案）

（１）傍聴対象者

・傍聴対象者は原則的に制限しないこととし、会場に入りきれない場合は先着

順とする。

（２）会議開催の案内

・会議開催の案内については、国土交通省豊岡河川国道事務所、及び兵庫県但

馬県民局の情報掲示板等により行う。

（３）会議資料等の公開

・会議資料については、原則的に公開する。

・会議資料は、国土交通省豊岡河川国道事務所、及び兵庫県但馬県民局県土整
備部豊岡土木事務所において、供覧・貸出を行う。

・議事の詳録の作成は行うものとするが、情報掲示板等においては骨子のみ公

開する。なお、詳録の閲覧の希望があった場合には、その希望に応じる。ま

た、詳録、及び骨子のとりまとめ方は以下のとおりとする。

①詳録（案 、及び骨子（案）は、委員会終了後、事務局が作成する。）

②①で作成された詳録（案 、及び骨子（案）について委員会に諮り承認を）

得た後、骨子については情報掲示板等において公開する。詳録について

は、閲覧の希望があった場合には、その希望に応じる。

③上記①、②において、詳録及び骨子は、発言者名の記載は行わないことと

する。

（４）記者会見

・委員会終了後の記者会見は原則的に行わない（ただし、委員長が必要と認め

る時は行う 。）

・記者会見を行う場合は、一般傍聴者も参加できる。

（５）その他

・一般傍聴者の審議中の発言は認めない。なお、審議終了後の発言機会の取り

扱いについては、委員長の判断に委ねる。

・傍聴者は、委員会を非公開で審議する必要がある場合は、委員長の指示によ
り、速やかに退場しなければならない。

・これに定めるもののほか、委員会の公開に必要な事項は、委員会で定めるも

のとする。
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技術部会の運営方針

１．座長

・技術部会には、座長をおく。

・座長は、必要な都度、部会を招集する。

・座長に事故のある時は、座長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

２．審議の方法等

・部会は、事務局に対し、審議に必要な資料の提出を求めることができる。

・審議に必要があるときは、委員以外の学識者、地域の関係者及び関係行政機関に対

し、部会への出席を求め、意見を聞くことができる。

・部会での審議経過及び指導・助言した事項に関しては、概要を取りまとめ委員会に

報告する。



年
度

テーマ
湿地再生全体

下鶴井地区の再生 加陽地区の再生
多様な流れの創出

（出石川）
河川の連続性確保

当面実施する工事による
環境影響検討

その他の治水事業に
よる環境影響検討

平成20年度検討内容

         

平
成
2
0
年
度

平
成
１
７
年
度

平
成
１
８
年
度

平
成
1
9
年
度

モニタリング
調査

補足調査湿地再生 その他の自然再生 治水事業に関わる影響検討
モニタリング調査に関する検討

第①回　技術部会（平成17年11月30

第②回　技術部会（平成17年12月21

第③回　技術部会（平成18年2月8日） ②■河岸湿地再生における
   目標植生の設定
   ■河岸湿地再生の河道形
   状・施工方法
③■河岸湿地全体計画の検
   討
④■河岸湿地全体計画の再
   考案 ■河口掘削に

よる塩水遡上
の数値解析

■河口掘削に
よる河床変動
の数値解析

　円山川水系自然再生に関わる 委員会・技術部会検討スケジュール

第④回　技術部会（平成18年3月15日）

第⑥回　技術部会（平成18年10月10

第⑦回　技術部会（平成18年12月6日)

第⑧回　技術部会（平成19年2月7日）

⑥ ■河岸湿地計画の再考案
⑦ ■河岸の湿地再生について
     （横断型試験湿地）
⑧ ■河岸の湿地再生について
   （高水敷掘削工事箇所におけ
　　る試験的試み）
⑨ ■横断型試験湿地の調査
　　計画

⑧ ■モニタリング結果の報告
⑨ ■モニタリング結果の追加検討
　  ■来年度のモニタリング計画

第⑤回　技術部会（平成18年7月26日）

第１回 委員会（平成19年3月15日）

⑤ ■出石川
　   現状把握・課題整
     理・基本方針検討
⑦ ■出石川 多様な流
　　　れの創出の検討
⑧ ■出石川 多様な流
　　　れの手法について

資料－２

⑤ ■現地視察
　　工事実施箇所、自然再生実施
　　対象箇所
　　■発注済・予定の工事施工内容
　　(ひのそ島・新田井堰・出石川)
    ■施工内容の改善に対する提
　　言
⑥ ■工事実施時の配慮事項
⑦ 個別の工事について第⑨回　技術部会（平成19年3月15日）

⑩ ■河岸の湿地再生について
⑪ ■円山大橋上下流の湿地再
　　生
⑫ ■横断型試験湿地のモニタ
　　リングについて

⑩ ■出石川自然再生
    全体計画
⑫ ■置き石による多様
     な流れの早期回復
     実験

第⑪回　技術部会（平成19年11月8日）

第⑩回　技術部会（平成19年9月11日）

第３回　委員会（平成20年2月28日）

⑩⑪ ■高水敷の
　　　採草地利用
　　   について

第２回　委員会（平成19年8月10日）

⑩ ■個別の工事について
   （小田井、一日市）
⑪ ■坂路（河川への進入路）
⑬ ■個別の工事について

第⑫回　技術部会（平成20年2月6日）

　■円山川水系における事業の実施状況について　　■出石川（県管理区間）の自然再生について

① ■緊急治水対策工事の概要
 　 ■工事で想定されるｲﾝﾊﾟｸﾄ･ﾚｽﾎﾟﾝｽ
    ■環境への影響評価方針
    ■注目すべき種と環境影響の関係
② ■検討箇所に関わる着目種の検 討
③ ■着目種の再考案の提示
④ ■治水事業、自然再生事業実施箇所
　　　における精密検査型モニタリング
    ■水系全体、保全箇所における
　　　健康診断型モニタリング
　  ■地域と実施する問診型モニタリング

第⑬回　技術部会（平成20年2月28日）

：技術部会における基本的
な検討の流れ

：別途実施の補足調査、及
びモニタリング調査結果を
踏まえて検討する流れ

：推進委員会

：別途実施の補足調査・検討

　凡　　例＿

：技術部会（今回議事　　　　）

⑫ ■モニタリング結果の報告
⑬ ■五条大橋（加陽地区）のコウノ
     トリ調査結果について
    ■来年度のモニタリング計画

■出石川
・事業の実施状況確認
・モニタリング調査の
　実施、報告

⑭ ■個別の工事について
　・今年度実施する個別の工事につ
    いて

⑯■工事の実施について

⑭ ■昨年度の早春期モニタリング
　　　調査結果について

① ■発注済工事の施工内容
    ■施工内容の改善に対する提言
② ■発注済工事の施工内容
    ■施工内容の改善に対する提言
③ ■発注済工事の施工内容
    ■施工内容の改善に対する提言

第⑭回　技術部会（平成20年12月17

第⑮回　技術部会（平成21年2月12日）

⑤ ■新田井堰の改
　　修方法の提示

④ ■縦横断方向の
     連続性の考え方
     の提示

第４回　委員会（平成21年3月17日）

⑦■中郷地区
　の現状把握

①■平成17年10月時点の円山川水系における激特・緊急治水対策事業および自然再生の予定
    ■これを踏まえた、調査、評価、分析、モニタリング等のスケジュール（素案）と、技術部会の検討スケジュールの提示
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H20

来年度以降の予定
 ■河岸湿地のモニタリング
 ■今後の湿地再生について

■工事実施中 ■工事の配慮事項 ■H21 モニタリングの実施

②■円山川の湿
　 地植生調査
   ■湿地植生の
   立地条件把握

■加陽地区
の現状把握
調査

■下鶴井地
区の現状把
握調査

⑬ ■五条大橋（加陽地区）の
　　湿地計画

 ■加陽地区の事業実施

⑫■下鶴井地区の再生に
　 ついて（現状把握）
⑬■下鶴井地区の再生方針
　　について（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ計画）

⑭■下鶴井地区
　　・実施中の環境調査の
　　　状況
　　・保全再生計画の具体
　　　化方針

 ⑮■下鶴井地区
　　・現状把握調査の結果の
      報告
　　・再生計画の検討

■下鶴井地区の事業実施

　■直轄管理区間における自然再生に関わる事業の実施状況について（技術部会検討事項の報告）　　■県管理区間における自然再生に関わる事業の実施状況について

　■出石川（県管理区間）の自然再生について

　■直轄管理区間：自然再生に関わる事業の実施状況について（技術部会検討事項の報告→下鶴井地区の再生計画、加陽地区の再生方針、工事の実施、モニタリング 他）
　■県管理区間：自然再生に関わる事業の実施状況について（六方川・鎌谷川・八代川における自然再生整備状況、出石川のオオサンショウウオ）

○モニタリング結果より
 ・自然再生事業の効果分析
 ・治水事業の影響検討
○来年度のモニタリング計画検討

○工事の配慮事項確認○下鶴井地区再生計画
について

第⑯回　技術部会（平成21年3月5日）
 ⑯■今年度モニタリング結果の報告
　　■来年度のモニタリング計画

⑮ ■加陽地区(五条大橋）
　　・現状把握調査結果の
　    報告
　　・再生方針について

○加陽地区の再生方針について
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「円山川水系自然再生推進委員会」第３回委員会審議骨子（案） 

 

■日  時：平成20年2月28日（木） 午後１時３０分～午後４時００分 

 

■場  所：豊岡市民会館 4階 大会議室 

 

■審議骨子： 

１．第２回委員会の議事録の確認について 

第２回円山川水系自然再生推進委員会の審議結果について、事務局より説明があり、

意見交換が行われた。その結果、議事骨子の意味の分かりづらい文言を修正し、また

議事詳録の誤字脱字は随時修正可とすることで議事骨子、議事詳録は承認された。 

 

２．直轄管理区間における自然再生に関わる事業の実施状況について 

技術部会検討事項の報告として以下の内容を事務局より報告した。 

１）河岸の湿地再生について 

２）出石川の自然再生について 

３）河川工事の実施状況について 

４）モニタリング調査結果について 

報告に関わる主要な意見は以下のとおりである。 
  

○宮島から下鶴井までの広い高水敷掘削箇所は、ただ浅瀬にしただけでは魚の隠れ場もない。

子供の頃、下鶴井は田んぼによくナマズやフナが上がってきた。昔のように水が溜まる

ような工事をすることで、田んぼのような地形を再生することはできないのか？コウノ

トリの餌場にもなる。 

→これまでの姿をベースにしていろいろな可能性を探って頂きたいという要望であった。

再生する際の課題として検討してほしい。 

○円山大橋下流のマウンドに２ｍのスリットを５０ｍ間隔で入れるところは、魚がそこを通

過する頻度が非常に高くなるので、えさ場としていいところになる可能性が非常に高い。

岸辺にコウノトリがとまって、ついばめるような仕掛けを考えていただきたい。 

→コウノトリはサギと異なり、待ち伏せ型の採餌はしない。ただ、マウンドがあること

によって、魚を追いつめることが可能になるので、サギにもコウノトリにもよいとい

う場所になると思う。 

○円山川の廃川区間だが、本流のワンドあるいは、本流に直結した水辺というようにどうに

かすることはできないのか。 

○石積護岸によるワンド形成は魚類にとっても良いことだが、ワンドの中がブロック張りに

なっている。できれば、石積みや空洞をもたらした護岸を積んで、裏には土をいれてい

ただきたい。すべての生き物が生息できる川づくりが大事であるということを真剣に考

えてほしい。 

→全部の箇所となると難しいだろうが、そういうところを増やしていく方向を考えて欲

しい。できるだけ空洞を設けられるよう部会でもしっかり検討して欲しい。 
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○出石川の河道掘削では、どうしても台形の直線的な面になってしまうので、最初から緩和

する方向も検討してほしい。横に広げてしまうと、同じ水量が出ても土砂が動かず非常

に時間がかかることもあるので、もう少し全体を考えていく必要がある。 

○現在実施している工事で、３月までに工事が終わらない場所はあるのか。 

→２箇所、３月以降も工事を実施することになる。 

○海に下るのはアユだけでなく、いろいろな魚種が遡上・降下するのに無視されている。け

んかをしないためにも事前説明の中での話し合いが大事なのではないか。 

→工事の実施に当たっては、事前説明をきちんとして進めて欲しいという強い要望であ

る。 

○直轄管理区間でなされるモニタリング項目は多岐にわたっているので、今後も課題を明ら

かにするようなモニタリングを続けていただきたい。 

 

３．県管理区間における自然再生に関わる事業の実施状況について 

県管理区間における自然再生に関わる事業の実施状況として以下の内容を報告した。 

１）六方川・鎌谷川・三木川における自然再生事業について 

２）出石川県管理区間における自然再生事業について 

報告に関わる主要な意見は以下のとおりである。 
  

○トンガリササノハガイ、二枚貝、タナゴ類は生息しているという情報を看板に載せないで

ほしい。ここ二、三年、密漁がたくさん来ていて困っている。また、産卵期、せめてふ

化するまでは、貝類をモニタリング調査でも採取しないでほしい。川の中に入るときは

必ず採捕許可を取りにきてほしい。 

→全国的にも問題になっているが、タナゴ類は綺麗でターゲットになりやすいので注意

して欲しい。 

○生物調査の他に水文諸量の調査をやっていただけると、少し見通しがつくと思う。 

 

４．その他（今後の予定等） 

事務局より、次回の委員会を夏頃に実施することについて報告した。 

 

以 上  



第３回委員会での意見と対応（案）
委員意見 回　　　　答 対 　　　応

○P3上から５行目、「入れ物」は容器の容があるほうがよいのではな
いか？

→修正を検討する。 ○イトヨやキイロヤマトンボについて、どういう入れ物、あるいは連
続性を確保すればよいのか。→イトヨやキイロヤマトンボは、どの
ような生息場所や配慮が必要なのか？　　と修正した。

○誤字脱字等は随時修正は可という形にして認めていただければと思
う。

○宮島から下鶴井までの広い高水敷掘削箇所は、ただ浅瀬にしただけ
では魚の隠れ場もない。子供の頃、下鶴井は田んぼによくナマズやフ
ナが上がってきた。昔のように水が溜まるような工事をすることで、
田んぼのような地形を再生することはできないのか？コウノトリの餌
場にもなる。

→これまでの姿をベースにしていろいろな可能性を探って頂きたいと
いう要望であった。再生する際の課題として検討してほしい。

○下鶴井の再生計画を検討する際には、参考とします。

○円山大橋下流のマウンドに２ｍのスリットを５０ｍ間隔で入れると
ころは、魚がそこを通過する頻度が非常に高くなるので、えさ場とし
ていいところになる可能性が非常に高い。岸辺にコウノトリがとまっ
て、ついばめるような仕掛けを考えていただきたい。

→コウノトリはサギと異なり、待ち伏せ型の採餌はしない。ただ、マ
ウンドがあることによって、魚を追いつめることが可能になるので、
サギにもコウノトリにもよいという場所になると思う。

○円山川の廃川区間だが、本流のワンドあるいは、本流に直結した水
辺というようにどうにかすることはできないのか。

○石積護岸によるワンド形成は魚類にとっても良いことだが、ワンド
の中がブロック張りになっている。できれば、石積みや空洞をもたら
した護岸を積んで、裏には土をいれていただきたい。すべての生き物
が生息できる川づくりが大事であるということを真剣に考えてほし
い。

→全部の箇所となると難しいだろうが、そういうところを増やしてい
く方向を考えて欲しい。できるだけ空洞を設けられるよう部会でも
しっかり検討して欲しい。

○石積護岸等を検討する際には、参考とします。

○出石川の河道掘削では、どうしても台形の直線的な面になってしま
うので、最初から緩和する方向も検討してほしい。横に広げてしまう
と、同じ水量が出ても土砂が動かず非常に時間がかかることもあるの
で、もう少し全体を考えていく必要がある。

○出石川では、瀬淵が形成されるよう置き石実験をしまし
た。今後、モニタリング結果をフィードバックしたいと考え
ております。

○現在実施している工事で、３月までに工事が終わらない場所はある
のか。

→２箇所、３月以降も工事を実施することになる。

○海に下るのはアユだけでなく、いろいろな魚種が遡上・降下するの
に無視されている。けんかをしないためにも事前説明の中での話し合
いが大事なのではないか。

→工事の実施に当たっては、事前説明をきちんとして進めて欲しいと
いう強い要望である。

○工事の事前説明を実施します。

○直轄管理区間でなされるモニタリング項目は多岐にわたっているの
で、今後も課題を明らかにするようなモニタリングを続けていただき
たい。

○トンガリササノハガイ、二枚貝、タナゴ類は生息しているという情
報を看板に載せないでほしい。ここ二、三年、密漁がたくさん来てい
て困っている。また、産卵期、せめてふ化するまでは、貝類をモニタ
リング調査でも採取しないでほしい。川の中に入るときは必ず採捕許
可を取りにきてほしい。

→全国的にも問題になっているが、タナゴ類は綺麗でターゲットにな
りやすいので注意して欲しい。

○看板等を設置する際には、十分に配慮します。また、川で
魚類を捕獲する際には、採捕許可を取るよう指導しておりま
す。

○生物調査の他に水文諸量の調査をやっていただけると、少し見通し
がつくと思う。
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 第４回　円山川水系自然再生推進委員会

資料－４.1

下鶴井地区の再生計画について

国土交通省　豊岡河川国道事務所

平成21年3月17日
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下鶴井地区の再生計画について下鶴井地区の再生計画について

資料資料--4.14.1

平成平成2121年年33月月1717日日

22

１１.. 下鶴井地区再生検討の背景と課題下鶴井地区再生検討の背景と課題

（１） 下鶴井地区の再生検討の背景

下鶴井地区環境の特徴下鶴井地区環境の特徴

■■豊富な湿地環境要素豊富な湿地環境要素 （（ヨシ原、干潟、湧水、ワンド・池、河畔林ヨシ原、干潟、湧水、ワンド・池、河畔林））

■■複数のハビタット複数のハビタット →→ 生物生物のの生息生育環境の場生息生育環境の場としてとして多様性が高い多様性が高い

■■円山川を特徴付ける環境地区（菊屋島、ひのそ、下鶴井、中郷、上郷など）の一つ円山川を特徴付ける環境地区（菊屋島、ひのそ、下鶴井、中郷、上郷など）の一つ

課題課題

■■治水上、流下能力が不足治水上、流下能力が不足

■■河道掘削による河道掘削による恒久的インパクト恒久的インパクト、工事用仮設による、工事用仮設による短期的インパクト短期的インパクトの発生の発生

円山川水系河川整備基本方針円山川水系河川整備基本方針 円山川水系自然再生計画円山川水系自然再生計画
■■河川環境の整備と保全（下流部）河川環境の整備と保全（下流部）

コウノトリの採餌場となる、ヒヌマイトトンコウノトリの採餌場となる、ヒヌマイトトン

ボやイチモンジタナゴ等が生息するボやイチモンジタナゴ等が生息するヨシヨシ
原やワンドなどの湿地環境、干潟原やワンドなどの湿地環境、干潟についについ
てて河川整備で十分配慮河川整備で十分配慮し、し、保全・再生保全・再生にに
努める。努める。

■■整備方針整備方針
→→＜モニタリングによる、＜モニタリングによる、治水対策や河治水対策や河
川利用川利用による影響の把握＞による影響の把握＞

→→＜保全対象が＜保全対象が改変される際は従前の改変される際は従前の

河川環境の回復、代替河川環境の回復、代替等の措置＞等の措置＞

33

下流工区

上流工区

下鶴井河岸にある干潟が掘
削によ り消失する。

仮設工事で改変され、
河道掘削の対象とな
るエリア

大規模なワンド保
全が必要なエリア

仮設工事により改
変されているエリア

樹木伐採の
検討エリア

干潟付近が掘削
されるエリア

今回保全再生検
討対象約27ha

（２） 下鶴井地区の工事実施に伴う具体的な課題

44

２２.. 下鶴井地区の環境（下鶴井地区の環境（2.1.2.1.動植物）動植物）

下鶴井では、下鶴井では、ヨシ原などの湿ヨシ原などの湿
地に生息するシッチコモリグ地に生息するシッチコモリグ
モが確認されている。西日本モが確認されている。西日本
では円山川が唯一の生息地。では円山川が唯一の生息地。

下鶴井のワンドでは、下鶴井のワンドでは、河口近河口近
くの汽水のヨシ原などに生息くの汽水のヨシ原などに生息

するヒヌマイトトンボの幼虫するヒヌマイトトンボの幼虫
が確認されている。が確認されている。

今年度の環境調査では、特に新たな重要種は確認されなかった。今年度の環境調査では、特に新たな重要種は確認されなかった。→→いままで確認されている動植物に配慮した再生が必要いままで確認されている動植物に配慮した再生が必要。。
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写真-2,3 写真-1

円山川

干潮時湧水

湛水域

湛水域

(満潮時)

地形起伏等凡例 [H20.11.13時点]

　　　：高所（T.P+1m以高）

　　　：低所（上記以外）

　　　：湛水～明確な湿地域（確認）

　　　：湛水～明確な湿地域（推定）

（R20-7．8）

干潮時

満潮時 干潮時

満潮時

干潮時のみ

湾入状の

低地部

干潟周辺の状況

止水矢板

写真-1 湧水部近接（大潮
干潮ピークH20.11.13）

写真-2 湧水エリア（大
潮干潮時H20.12.1）

写真-3 湧水エリア（大潮
満潮時H20.11.13）

不陸により部分的に
閉塞された湛水域

下鶴井の湿地状況下鶴井の湿地状況①①（平面図）（平面図）

２２.. 下鶴井地区の環境（下鶴井地区の環境（2.2.2.2.地形・湧水調査）地形・湧水調査）

この湛水域周辺でシッチコモ
リグモが確認されている。

66

円山川

干潟砂洲

河川へ向かう動水勾配

(但、細粒地盤のため流

速は僅少と考えられる)

堤内地へ向かう動水勾配

(但、細粒地盤のため流速

は僅少と考えられる)

観測点 観測点 観測点

観測点

模式地下水面横断図

湛水域
（明確な湿地域）

地下水に堤内地から河川あるいはその逆の
動水勾配は認められない

下鶴井の湿地状況下鶴井の湿地状況②②（横断図）（横断図）

77

２２.. 下鶴井地区環境調査（下鶴井地区環境調査（2.2.2.2.土壌調査）土壌調査）

調査目的調査目的 改良材（石灰系・セメント系）の土壌への
影響（アルカリ性）の把握

調査結果調査結果 アルカリ性を示す土壌は見られない

88

現状では大きな
影響は見られな
い

１． 干潟

緊急治水対策に
よる掘削で干潟形
状および河床形
状が変化する

工事の影響を予
測し、現状の干潟
の規模・性質を維
持するための方
策検討が必要で
ある

浚渫土改良による
土壌の影響は発
生していない

２． ヨシ原

工事終了後に土
砂仮置き場、工事
用道路を撤去する

浚渫土砂、工事
用道路採石をす
べて撤去すれば
標高的にヨシ原等
の再生は期待で
きる

現時点で工事によ
る土砂流出等によ
る影響は確認され
ていない

３．ワンド

今後の工事でワン
ドに直接影響する
工種はない

修復の対象としな
いが、今後の状
況変化について、
モニタリングする

揚土場等の整備
時に一部伐採して
いる

４． 河畔林

緊急治水対策で
必要となる最低限
の伐採が実施さ
れる

伐採範囲が最低
限のため、修復の
対象としないが、
今後の状況変化
について、モニタ
リングする

３３.. 下鶴井地区の再生方針下鶴井地区の再生方針
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下鶴井地区の再生検討方針（まとめ）下鶴井地区の再生検討方針（まとめ）

下鶴井再生に関し、干潟再生については、工事の影響解析
と対策方針検討などの解析が必要となる

ヨシ原については、土砂等を撤去すればヨシ原再生の可能性
高く、現時点でより詳細な検討は必要なし

ワンド、河畔林については今後直接的な影響が小さいことか
ら、当面モニタリングのみ実施する

今回の検討では干潟の保全・再生が中心

1010

干潟の成立条件と解析方法干潟の成立条件と解析方法

現状と工事後の状態を比較することにより
干潟改変の影響把握と対応策を検討

（１）下鶴井地区の再生検討の流れ（１）下鶴井地区の再生検討の流れ

４４.. 下鶴井地区の再生検討下鶴井地区の再生検討

河畔林

ヨシ原干潟

朔望平均満潮位

朔望平均干潮位

背後地

土砂供給

地下水
河床材料

塩分 土壌
潮間帯 流況

湧水調査

河床材料調査

水質調査 土壌調査 湧水調査

横断植生調査代
表地点土壌調査

勾配
地盤高

ADP測量

湧水

かけ上がり

：平面二次元流況解析で把握する干潟成立の水理条件の要素

：環境要素

：成立条件

：調査項目

干潟部を形成する環境要素

■■干潟を形成する泥・砂地の環境（地形、河床材料）は、不定期に生じる洪水、定期的な潮汐の影響、湧干潟を形成する泥・砂地の環境（地形、河床材料）は、不定期に生じる洪水、定期的な潮汐の影響、湧

水なども関係して成立している水なども関係して成立している

■■従って、干潟部分についての流況解析で現状と工事後の比較を行い、河道改変の影響と対応策を大ま従って、干潟部分についての流況解析で現状と工事後の比較を行い、河道改変の影響と対応策を大ま

かに検討できるかに検討できる

■■河床変動解析による堆積傾向の直接解析は、河床変動解析による堆積傾向の直接解析は、モニタリングによりモニタリングにより干潟堆積データ等の蓄積を干潟堆積データ等の蓄積を行い、行い、
フィードバック時に活用フィードバック時に活用を検討を検討する。する。

1111

干潟
湧水

水 質 浄 化 機 能

底生動物

ろ過・沈降

微生物

動物プランクトン

植物プランクトン

底生動物の幼生も含む

魚

浅場

生 物 生 産 機 能

生 物 生 息 機 能

鳥

有機物

無機物

カニ、貝類

シギ類

シラウオの産卵

ワカサギの産卵

（２）干潟等の定義と役割の再整理（２）干潟等の定義と役割の再整理 下鶴井地区の干潟の状況下鶴井地区の干潟の状況

1212

水面 陸側

マウンド部干潟かけ上がり部 ヨシ原

かけ上がり勾配

面積

水没・干出時間

標高分布

①
環
境
調
査

②
地
形
特
性
把
握

かけ上がり部

流況解析（流速、摩擦速度等）

水位変動調査

水温調査

湧水調査

土壌調査

湧水調査

（３）干潟の調査項目（３）干潟の調査項目
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工事前（工事前（H16H16年）時点年）時点のの

干潟成立条件の把握干潟成立条件の把握 干潟の再生目標干潟の再生目標

５５.. 干潟成立条件の検討干潟成立条件の検討

【【現況現況】】
干潟再生目標干潟再生目標

1414

ヨシ原

工事用道路

干潟 水陸移行帯

下鶴井再生計画（案）現況下鶴井再生計画（案）現況

６６.. 下鶴井地区再生計画レイアウト（案）下鶴井地区再生計画レイアウト（案）

14

1515

６６..１１ ヨシ原ヨシ原

再生再生

ヨシの成立標高

T.P. -0.1m

T.P. 1.0m

堤防防護ライン
30ｍ

【工事前のヨシ原】

消失する不陸を小堤で
代替することを検討

不陸により高水敷に湿潤環境が維持

7.7k付近の湿潤環境

1616

【治水対
策】

【治水対策】

かけ上がりの勾配、干出・冠水状
況、出水時の掃流力の現状維持

６６..２２ 干潟再生干潟再生

目標面積1.3ha

(現状維持）
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STEP1

STEP2

試験施工モニタリング
水文データ

河床材料データ

河道横断データ

干潟再生完了

モニタリング結果をフィードバック
しつつ、河床変動解析を視野に入
れて干潟再生施工位置・形状を再
度検証

干潟再生スケジュール（案）

流況解析だ
けでは不明
な土砂移動
が要因として
想定される

干潟再生試験施工（現況位置での施工）

・・・・どのような規模の出水が発生したか？

・・・・どのような河床材料が堆積したか？

・・・・どこが堆積・洗掘したか？

現況と同様の干
潟面積を維持す
ることができた

か？
YES

低い

再検証結果をフィードバックし下
流にて干潟再生本施工

NO

流況解析での摩擦
速度分布との相関

性は？

高
い

下流位置（7.4ｋｍ）にお
いて干潟再生本施工

干潟の段階施工の考え方干潟の段階施工の考え方

1818

干潟再生
候補地

セットバック

形状については
調査結果を踏ま
えて要検討

【【掘削形状を配慮した平面図掘削形状を配慮した平面図（案）（案）】】（前部会資料）（前部会資料）

■■掘削形状を反映した平面形状の検討（案）掘削形状を反映した平面形状の検討（案）

干潟をセットバックすることでヨシ原面積が減少
湧水の確保の可能性（現在調査中）

66.3.3 下鶴井地区再生レイアウトイメージ（案）下鶴井地区再生レイアウトイメージ（案）STEP1STEP1

1919

66.3.3 下鶴井地区再生レイアウトイメージ（案）下鶴井地区再生レイアウトイメージ（案）STEP1STEP1

STEP１
7.6Ｋ～7.8Kの高水敷掘削

干潟再生試験施工

【干潟再生ケースＡ】
試験施工として現況の
干潟を再生し、モニタリ
ングによる検証実施す
る。

湿潤環境
（湛水域）

水陸移行帯の再生

不陸を利用して高水敷
の湿潤環境を確保

2020

66.4.4 下鶴井地区再生レイアウトイメージ（案）下鶴井地区再生レイアウトイメージ（案）STEP2STEP2

【干潟再生ケースＡ】
干潟の一部で現況と同様の干潟
が再生されると判断された場合、
河床変動解析を視野に入れ再度
検討する

STEP1のモニタリング結果によ
り小堤の再生を検討

ヨ
シ

原
再

生
箇

所

【干潟再生ケースＢ】
工事工程との調整後、試験施
工データをフィードバックし、現
状と同規模の干潟再生を図る

STEP２
7.4K～7.6Kの高水敷・河道掘削

干潟再生本施工
ヨシ原再生

STEP２
8.0K～の高水敷掘削

ヨシ原再生

浚渫土砂、工事用道路
採石を撤去することに
より、ヨシ原を再生

20
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掘削形状・掘削形状・
平面位置の検討平面位置の検討

干潟の地形形状確保？干潟の地形形状確保？
（（干潟の高さ分布、勾配干潟の高さ分布、勾配））

干潟成立の水理特性確保？干潟成立の水理特性確保？
（（摩擦速度摩擦速度））

干潟再生干潟再生

はい

はい

STEP1

STEP2

STEP3

はい

いいえ

【【参考資料１参考資料１】】干潟成立条件の詳細検討干潟成立条件の詳細検討

2222

① 地形条件
１．干潟成立条件の目標１．干潟成立条件の目標

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

-0.20～-0.10 -0.10～0.0 0.0～0.1 0.1～0.2 0.2～0.3 0.3～0.4干
潟

1
.3

ha
内

に
お

け
る

地
盤

高
の

面
積

割
合

（
％

）

系列1

８割を占める分布帯

■干潟1.3ha内の地盤高

干潟地点河床高コンター図

（現況河道平面二次元解析モデル）

目標 備考

高さ
約T.P.-0.1m～0.2ｍ程度 現況干潟の標高で80％

程度を示す範囲

標高の配分
現況と同程度
（T.P.-0.1m：0.0m：0.1m：0.2ｍ
=1:1:1:1）

勾配 約1：３０～１：５０程度

高さ T.P.-2.0m～-0.1ｍの範囲

横断幅 工事施工条件から設定
現況と同程度で設定

ステップ１
地形条件

項目

干潟高さ

かけ上がり

河岸のマウンド部

2323

２．干潟成立条件の目標２．干潟成立条件の目標

■干潟1.3ha内の摩擦速度

0
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7
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～
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8
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.0

8
～

0
.0

9

0
.0

9
～

0
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0

0
.1

0
～

0
.1

1

0
.1

1
～

0
.1

2

0
.1

2
～

0
.1

3

0
.1

3
～

0
.1

4

0
.1

4
～

0
.1

5

干
潟

1
.3

h
a内

メ
ッ

シ
ュ

数
割

合
（
％

）

８割を占める分布帯

摩擦速度（m/s）

目標 備考

ステップ２
水理条件

①摩擦速度分布の80％が
0.06～0.12m/sに適合
②平均値が0.09m/s程度

現況干潟の摩擦速度分
布と平均に基づく設定

平均年最大流量時
（1300m3/s)の摩擦速度

項目

② 水理条件

2424

３．干潟再生検討ケース３．干潟再生検討ケース

ケースＡ ケースＢ現状

ケースA1：かけ上がり形状なし
ケースA2：かけ上がり形状あり

干潟再生位置
【現状と同じ】

ケースB1：かけ上がり形状なし
ケースB2：かけ上がり形状あり

干潟再生位置
【下流へ移動】

現況干潟

再生干潟

かけ上がり形状 24
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朔望平均満潮位T.P.0.76m

朔望平均干潮位T.P.-0.10m

干潟かけ上がり

ケースA：現況位置（7.6ｋ～7.8ｋ）に干潟再生

7.4ｋ

ケースB：下流位置（7.4ｋ～7.6k）に干潟再生

7.8ｋ

【【参考資料２参考資料２】】掘削による影響推定と対策検討掘削による影響推定と対策検討

潮間帯

H16年時点の
干潟範囲

朔望平均満潮位T.P.0.76m

朔望平均干潮位T.P.-0.10m

7.8ｋ

25

2626

１．掘削による影響推定：激特河道１．掘削による影響推定：激特河道
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動

限
界

粒
径

(c
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)

現況河道

激特河道

移動限界粒径

河床高 流速

現況 激特

干潟範囲減少
流速低下

掃流力低下
→干潟構成材料が細分化

摩擦速度（ｍ/ｓ）

掃流力（摩擦速度）

現況 激特

2727

２．対策検討：現位置に干潟を再生（ケース２．対策検討：現位置に干潟を再生（ケースAA））

再生干潟

現況干潟

河床高 流速

掃流力（摩擦速度）
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現況干潟

激特干潟
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３．対策検討：下流位置に干潟を再生（ケース３．対策検討：下流位置に干潟を再生（ケースBB））

再生干潟
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流速は増
加する
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加陽地区の再生方針について加陽地区の再生方針について

資料資料--4.24.2

平成平成2121年年33月月1717日日

22

１．加陽地区湿地計画の背景１．加陽地区湿地計画の背景

自然再生計画におけ
る加陽地区湿地計画
位置

(1)出石川における湿地再生のメニュー

①水際部河岸の湿地化
②加陽地区において水田及び水田跡地

を利用した約10haの湿地環境の創出

33

昭和２２年

平成１４年

(2)加陽地区の変遷

■昭和22年ころは、蛇行

する旧河道が存在。
■その後旧河道が埋め
られ水田として利用。
■現在、水田の一部をビ
オトープとして利用。
■このように、加陽地区
には旧来から広義の湿
地環境が存在。

湿地環境
と言える

範囲

33

44

２．加陽地区湿地計画の目標と課題２．加陽地区湿地計画の目標と課題

水田跡地のビオトープ
の状況（現況）

(1)湿地再生目標と整備方針
■自然再生目標 → ・湿地環境の再生・創出
■整備方針 → ・旧流路や水田跡地を利用した

湿地環境創出
・水路～河川の連続性の創出

(2)湿地再生計画における課題
■水田ビオトープ形態としての湿地の特徴を持たす
■魚類等の再生の場を確保する

44

-1-



55

H19.9.25    第１回協議会

H20.2.21  第３回協議会

出石川加陽地区湿地再生パートナー協議会の設立（H19.9.25）出石川加陽地区湿地再生パートナー協議会の設立（H19.9.25）
湿地利用者

地元代表者

：管理主体

行政

地方自治体
・豊岡市：管理責任者
・兵庫県

河川管理者
・国土交通省：基盤整備

学識経験者
：技術的アドバイス

協力
意見交換

協力
意見交換

協力
意見交換

H19.10.30 第２回協議会

(1)設立と検討経緯
3回の協議で、意見調整と基本案のまとめを実施。

３．パートナー協議会の検討案３．パートナー協議会の検討案

66

■協議会検討案を元に、水田ビオトープの代替としての「閉鎖
型湿地」、魚類の再生産の場となる「開放型湿地」を基本として、
湿地計画をレイアウトした。

■開放型湿地では常に河川と接続し水交換が行われる特性を
持たせる。

■閉鎖型湿地では一定規模以上の出水時に本川河川水が流
入する特性を持たせる。

■その他湿地計画区域内には、採草放牧地、緩傾斜堤防、三
木川の付け替え、管理用通路、駐車用平場、などを配置してい
る。

■開放・閉鎖型を合わせ、湿地面積は約7.7ｈａである。緩傾斜

法面、採草地、管理通路など地域の湿地維持管理に寄与する
施設配置により、再生計画目標である約10haより減少した。

パートナー協議会で協議した内容；調整事項

77

湧水の利用

平場スペース

②管理橋

緩斜面腹付盛土

マウンド設置
採草地での放牧

閉鎖型湿地の設置

湿地内深みの形成

付替三木川の蛇行、たまり配置

(2)主要協議事項
閉鎖型、開放型湿地配置、湧水の利用などの意見

水田ビオトープの代替

開放型湿地の設置

魚類等の再生産の場

88
88

現在の生物の生息・生育状況を把握し、湿地計画を検討する際
の基礎資料とするために実施。

 

0 200m

出石川 

円山川 

加陽地区調査区域 調査区域

４．自然環境の把握４．自然環境の把握

春季：平成20年5月29日～6月2日
（生物量調査：6月4日～5日）
夏季：平成20年8月21日～25日、
（生物量調査：9月1日～2日）
他、平成19年度に秋季・冬季の調査を実施

⑦コウノトリ
生息状況調
査

初夏季：平成20年6月23日～24日
秋季：平成20年10月8日～10日⑥昆虫類調査

繁殖期：平成20年6月3日
越冬期：平成20年12月4日

⑤鳥類調査

初夏季：平成20年6月23日～26日
秋季：平成20年10月9日～10日
早春季：平成21年3月

④小動物調査

夏季：平成20年7月29日
早春季：平成21年2月

③底生動物調
査

春季：平成20年6月5日～6日
夏季：平成20年8月6日～7日

②魚類調査

春季：平成20年5月30日
夏季：平成20年8月1日
秋季：平成20年11月4日、9日

①植物調査

調査時期調査項目

自然環境調査の実施状況

-2-
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４．１ 当該地区の現在の生態系

コウノトリやオオタカ等を食物連鎖の頂点とした生態系ピラミッドが成立している

1010

４．２ 現在の自然環境の特徴

閉鎖型湿地環境（放棄水田、ビオトープ）が広がってお
り、湿地環境に依存する動植物が生息・生育している
【コウノトリの採餌はビオトープ水田に集中している】

出石川、三木川では、中・下流域に生息する魚類が生
息している。【二枚貝等が生息可能な環境】

低茎草地や高茎草地等の草本環境が広がっており、こ
れに依存する昆虫類、小動物等が生息している。

樹林環境が隣接しており、これに依存する小動物、鳥
類等が生息している。

コウノトリ、メダカ、
ドジョウ、タコノア

シ、ミクリ等

カネヒラ、ウキゴリ、
カワヒガイ等

コバネイナゴ、
カヤネズミ等

モリアオガエル、
センダイムシクｲ等

様々な生息・生育環境のもと、多様な生態系が成立している

幹線水路、支線水路では、生物量が多い。
ギンブナ、ウシガ

エル等

1111

調査結果より、現在の生態系が成立するために必要な条件を以下に示す。

ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ、ﾏﾒﾊﾝﾐｮｳ、ｵｵﾀｶ、ﾊｲﾀｶ、
ﾉｽﾘ、ﾊﾔﾌﾞｻ

・比高が高く、やや乾燥した土壌でイネ科植物等の低茎草
本が生育する環境

⑥草地環境
（乾性低茎草本群落）

ｾﾝﾀﾞｲﾑｼｸｲ、ｷﾋﾞﾀｷ、ｼﾞﾈｽﾞﾐ、ｼﾞﾑｸﾞﾘ、
ｺﾌﾞｼ、ｵｵﾊﾅｳﾄﾞ、ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ

・湿地環境や草地環境と連続した樹林環境⑧樹林環境

ﾅﾏｽﾞ、ｷﾞﾝﾌﾞﾅ・渇水時や水温の低い冬季に魚類が生息できる水深の深
い環境

③水深の深い水域

ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾒﾀﾞｶ、ﾅﾏｽﾞ、ｷﾞﾝﾌﾞﾅ、
ﾋﾗﾏｷｶﾞｲﾓﾄﾞｷ、ｶﾄﾘﾔﾝﾏ、ﾏﾙｶﾞﾀｹﾞﾝｺﾞ
ﾛｳ、ﾇﾏｶﾞｴﾙ、ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ、ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ、
ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ｺｳﾉﾄﾘ、ﾁｭｳｻｷﾞ、ﾏｶﾞﾓ、ｺ
ｱｵｱｼｼｷﾞ、ｺﾁﾄﾞﾘ、ｵｵﾀｶ、ﾊｲﾀｶ、ﾉｽﾘ、
ﾊﾔﾌﾞｻ、ﾐｸﾘ、ﾋﾒｶﾞﾏ、ｺｶﾞﾏ

・流出入部のみ他水域とつながった水深の浅い閉鎖型湿地
・水深0.05～0.20m（現在の加陽ビオトープ水域の25%～
75%をしめる水深）

・ミクリ、ガマ等の抽水植物が部分的に繁茂する陸域も必要
・ヌルデ-アカメガシワ等の樹林環境と隣接した閉鎖型湿地
・出水時のみ河川や水路とつながる閉鎖型湿地（ｷﾞﾝﾌﾞﾅ、ﾅ
ﾏｽﾞ等の産卵場）

①閉鎖型湿地

ｵｵﾖｼｷﾘ、ｺﾖｼｷﾘ、ｶﾔﾈｽﾞﾐ、ｵｷﾞ群落、
ﾏﾂｶｻｽｽｷ

ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ、ﾏﾒﾊﾝﾐｮｳ、ｵｵﾀｶ、ﾊｲﾀｶ、
ﾉｽﾘ、ﾊﾔﾌﾞｻ、ﾐｽﾞﾜﾗﾋﾞ、ﾎｿﾊﾞｲﾇﾀﾃﾞ、
ﾐｽﾞﾏﾂﾊﾞ、ｵｵｱﾌﾞﾉﾒ、ｶﾜﾁﾞｼｬ、ﾀｺﾉｱｼ

ｶﾈﾋﾗ、ｶﾜﾋｶﾞｲ、ｺｳﾗｲﾓﾛｺ、ｲｼｶﾞﾒ、
ｽｯﾎﾟﾝ、ｶﾜｾﾐ

ｳｷｺﾞﾘ、ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ（宍道湖型）
ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ、ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ、ﾅｺﾞﾔｻﾅｴ、ﾐ
ｻｺﾞ、ｲｿｼｷﾞ、ﾀｺﾉｱｼ

対象種

・やや湿潤な土壌でオギ等の高茎草本が生育する環境

・やや湿潤な土壌でタデ科植物等の低茎草本が生育する環
境

・部分的に湾曲させることにより、瀬や淵を創出する
・ワンドの設置等により緩流域を創出する
・水際の植生を繁茂させるため、部分的に緩勾配の堤防法
面とする

・出石川とつながった開放型湿地（下流の水位変動を常に
受ける）

・水位低下時には干出しない地盤高とする

構造

⑦草地環境
（湿性高茎草本群落）

⑤草地環境
（湿性低茎草本群落）

④多様な流れのある
河川環境（三木川）

②開放型湿地

環 境

1111

４．３ 整備にあたって必要となる環境

水路の代替、
魚類の再生産の場

魚類の隠れ場

水田ビオトープの代替

二枚貝等の生息

1212

死水域境界線

1212

④多様な流れのある
河川環境（三木川）
【二枚貝等の生息の場】

⑧樹林環境

４．４ 再生にあたって必要となる環境の位置

乾性草本群落

⑤⑥⑦草地環境

①閉鎖型湿地の設置
【ビオトープ水田の代替】

②開放型湿地の設置
【魚類の再生産の場】

③水深の深い水域
【魚類の隠れ場】
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(1)塩水遡上の影響
治水工事による出石川掘削により、渇水時には加陽地区

付近まで塩水が遡上する可能性を解析により確認。

加陽地区

1313

５．湿地諸元の具体的検討５．湿地諸元の具体的検討

1414

(2)開放型湿地の諸元
■魚類、底生動物の産卵場、また渇水時塩水遡上に対する逃げ場と
なる湿地高と導流堤敷高を設定。
■干潮時や1/10渇水時にも、0.3m以上の水深を確保。

■湿地内には多様性確保のため深みを設定。

1414

５．湿地諸元の具体的検討５．湿地諸元の具体的検討５．湿地諸元の具体的検討

1515

(3)水田ビオトープの水深
水田ビオトープの水深最頻値は0.1～0.2mである。閉鎖型

湿地の水深はこれより0.2m程度に設定。

５．湿地諸元の具体的検討５．湿地諸元の具体的検討
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1616

山地斜面からの湧水
0.5L/sを導入

三木川を堰上げ
取水する

Ｑ１

Ｑ２

湿地への用水補給方法案

(4)閉鎖型湿地の諸元
山地から湧水を0.5ﾘｯﾄﾙ/秒を導水利用。不足分は、三木

川から堰上げ取水し、0.2m程度の水深のビオトープ水田と

同等の機能を確保

５．湿地諸元の具体的検討５．湿地諸元の具体的検討

1616
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６．加陽地区の再生イメージ６．加陽地区の再生イメージ

Ａ

Ａ’

■閉鎖型上段湿地として、現在
のビオトープ水田を存置し、用
水補給に湧水を利用

■開放型湿地は、1/10渇水
時、干潮時にも魚類、底生動
物が逃げ場として利用可能な
高さ設定

■閉鎖型下段湿地は、
三木川から堰上取水可
能な高さに設定

■三木川を蛇行させ、ワンドやた
まりなど多様な生息場を配置
■緩傾斜部を設け出石川と山裾
の連続性確保

■駐車場として
利用可能な平
場の配置

加陽地区湿地のイメージパース

1717

1818

６．加陽地区の再生イメージ６．加陽地区の再生イメージ（断面図）（断面図）

1919
1919

【【参考資料参考資料】】 調査結果調査結果

カトリヤンマ、ナゴヤサナエ、マルガタゲンゴロ
ウ、マメハンミョウの4種

初夏季14目117科344種、秋季
13目96科310種

◆計 15目142科534種
⑥昆虫類調査

チュウサギ、コウノトリ、マガモ、ミサゴ、オオタ
カ、ハイタカ、ノスリ、ハヤブサ、コチドリ、コアオ
アシシギ、イソシギ、カワセミ、コヨシキリ、オオ
ヨシキリ、センダイムシクイ、キビタキの16種

繁殖期9目16科21種
越冬期5目14科21種

◆計 10目29科56種
⑤鳥類調査

ヌマガエル、モリアオガエル、イシガメ、スッポン、
ジムグリ、ジネズミ、カヤネズミの7種

初夏季・秋季（早春季は未実施）
◆計 両生類1目3科5種
◆計 爬虫類2目5科9種

◆計 哺乳類5目10科15種

④小動物調査

ヒラマキガイモドキ、ミゾレヌマエビ、ミナミヌマ
エビの３種

夏季（早春季は未実施）
◆6綱16目52科79種

③底生動物調査

カネヒラ、カワヒガイ、コウライモロコ、ドジョウ、
ナマズ、メダカ、ウキゴリ、トウヨシノボリ（宍道
湖型）の8種

春季5目7科20種
夏季5目9科33種

◆計 5目9科35種
②魚類調査

ミズワラビ、ホソバイヌタデ、コブシ、メノマンネ
ングサ、タコノアシ、ミズマツバ、オオハナウド、
オオアブノメ、カワヂシャ、ミクリ、ヒメガマ、コガ
マ、マツカサススキの13種、およびオギ群落

春季57科176種、夏季：64科190
種、秋季：72科215種

◆計 80科321種
①植物調査

重要種（着目種を含む）確認種数調査項目

１． 生物相
重要種の選定基準：
「文化財保護法」「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」
「環境省RL」「兵庫県RDB」「近畿地方RDB」「円山間川自然再生着目種」

2020

①コウノトリの利用状況

回

加陽ビオトープ内での採餌回数（1日あたり）の比較

加陽ビオトープの利用状況の季節変化を以下に示す。
◆冬季の採餌回数が最も多くなった。
◆春季は堤外地への飛翔が多く、採餌回数が少なくなった。
◆夏季は給餌に依存し、滞在時間が長くなったと考えられる。

0

100

200

300

400

秋季 冬季 春季 夏季

採
餌

回
数

特定出来ず
郷公園の餌

カエル類

カエル類（幼生）

魚類
アメリカザリガニ

昆虫類

142.8

345.6

39.5
49.4

２. コウノトリ関連調査
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2121
2121

②生物量調査（その１）

幹線水路

湿地(水面 50％以上) 

樹林地 

支川水路

水路

湿地(水面 50％未満)

高茎草地

低茎草地

植生が混在している区画

低茎草地 

湿地(水面 50%未満) 

幹線水路 湿地（水面50％未満） 低茎草地 支川水路

湿地（水面50％以上）

植生が混在する区間

樹林地

高茎草地

環境区分を行った上で、各環境において定量採集による生物調査を実施し、単位面
積当たりの生物量を算出した。なお、調査はコウノトリの利用が確認された環境区分
で実施した。

環境区分図（例：春季）

2222

確認個体数

両生類 アマガエル 7 2
ヌマガエル 7 3 7 1
トノサマガエル 31 4 1
カエル幼生(ウシガエル以外） 332 15 208
ウシガエル 13
カエル幼生(ウシガエル） 3 17 1

魚類 オイカワ 1 4
ギンブナ 1 13 58 6
コイ 4
タイリクバラタナゴ 8
タモロコ 3
ドジョウ 1 31 6 1 3
メダカ 7 1 23 13

甲殻類 アメリカザリガニ 1 19 24 114 26
ミナミヌマエビ 2 29 2

貝類 ヒメタニシ 1 33
マルタニシ 25 4

昆虫類 クビキリギス 1
タイコウチsp. 2
トンボ類（幼虫） 7 1 1

55 436 46 323 268

0.33 2.24 0.51 54.4 12.26

低茎草地
湿地（水面
50％以上）

湿地（水面
50％未満）

幹線水路 支川水路

単位面積当たりの生物量(g/㎡)

分類群

個体数合計

種　名
確認個体数

両生類 アマガエル 4
ヌマガエル 43 20 13 2
トノサマガエル 12 1 3 16
カエル幼生(ウシガエル以外） 13
カエル幼体(ウシガエル） 1
カエル幼生(ウシガエル） 17 87

魚類 オイカワ 17
ギンブナ 2 45 1
ニゴイ 1
タイリクバラタナゴ 20
タモロコ 1
ドジョウ 19 3 5 4 15
メダカ 1 6 9 440

甲殻類 アメリカザリガニ 4 25 90 70 44
ミナミヌマエビ 6

貝類 カワニナ 1
サカマキガイ 6 1
ヒメタニシ 128 2 5 9 3

昆虫類 トノサマバッタ 3
ショウリョウバッタ 7 1
クサキリ 3
ウスイロササキリ 9 1 22 74
オナガササキリ 5
エンマコオロギ 51 23
キリギリス科幼虫 1
コバネイナゴ 26 12 26 30
ハネナガイナゴ 1
フルマバッタモドキ 7
タイコウチ 1 1
トンボ類（幼虫） 32 72 2

170 243 192 250 706 64

0.16 0.07 1.85 8.67 34.64 34.35

支線水路
種　名

単位面積当たりの生物量(g/㎡)

分類群

個体数合計

低茎草地
湿地（水面
50％以上）

湿地（水面
50％以上）

湿地（水
面50％未

幹線水路

春季、夏季ともに幹線水路、支川水路での単位面積あたりの生物量が大きくなった。
低茎草地、湿地では、春季はトノサマガエル、カエル幼生、アメリカザリガニが、夏季はヌマガエル、
アメリカザリガニ、コバネネイナゴなどが多くみられた。

確認種リスト及び単位面積あたり生物量（春季：6月） 確認種リスト及び単位面積あたり生物量（夏季：8月）

単位面積あたりの生物量については、コウノトリ
の郷公園で実施している市内の田んぼ等の生物
量調査の結果と比較し、評価する予定

②生物量調査（その２）春季・夏季の調査結果

2222

2323

③加陽地区の生物量

加陽ビオトープの推定生物量

5.7 2 5.2 14.7
21.1 24.2

31.8 20.2

51.8

9.3

18.7

188.2

29.7

18.8

34.8

15.3

26.9

9.9

0

3.6

0

50

100

150

200

250

300

秋季 冬季 春季 夏季

生
物

量
kg

低茎草地

湿地（水面50％
以上）
湿地（水面50％
未満）
幹線水路

支線水路

112kg

54kg

117kg

248kg

◆加陽ビオトープの生物量推定した。
（推定式：環境区分の単位面積あたりの生物量×面積）

トノサマガエル

アメリカザリガニ

ヌマガエル

2424

④コウノトリの採餌量変化

0

100

200

300

400

500

600

秋季 冬季 春季 夏季

ケース１

ケース２

g

◆春季、夏季の加陽ビオトープでの採餌量は少なくなった。
◆冬季は採餌量が最も多くなり、約500～550g／日になった。

給餌約200gを含む

加陽ビオトープ内での一日あたりの推定採餌量

◆推定採餌量（1個体）

＝環境区分毎の種別採餌回数
× 環境区分毎の種別の単位重量

＊ケース１：『種の特定ができなかったもの』を全
確認種の平均重量とした場合

＊ケース２：『種の特定ができなかったもの』を小
さい個体の平均重量とした場合
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2525

重要種と、生態系の指標となる注目種の生息・生育状況から、現在の生態系
が成立するための環境は以下のとおりである。

№ 分類 分類群 種名 重要種 注目種 生育・生息に必要な環境

1 魚介類 魚類 カネヒラ ●

2 カワヒガイ ●

3 コウライモロコ ●

4 ウキゴリ ●

5 トウヨシノボリ（宍道湖型） ●

6 底生動物（甲殻類） ミゾレヌマエビ ●

7 ミナミヌマエビ ●

8 魚類 ドジョウ ●

9 メダカ ● 典型性

10 底生動物（貝類） ヒラマキガイモドキ ●

11 魚類 ナマズ ● 上位性

12 ギンブナ 典型性

13 動物（陸上） 両生類 ヌマガエル ● 典型性
◆通常時河川と不連続であり、浅い水深が安定している湿地環境
◆餌場や越冬場所としての湿地環境と草地環境との連続性がある環境

14 モリアオガエル ●
◆樹林環境と湿地環境との連続性がある環境
◆産卵場として樹林と隣接する湿地環境

15 爬虫類 イシガメ ●

16 スッポン ●

17 ジムグリ ●

18 哺乳類 ジネズミ ●

19 カヤネズミ ●

20 鳥類 コヨシキリ ●

21 オオヨシキリ ● 典型性

22 陸上昆虫類 マメハンミョウ ●

23 コバネイナゴ 典型性

24 鳥類 センダイムシクイ ●

25 キビタキ ●

◆生息場、繁殖場、餌場としての草地環境（ヨシ、オギ等イネ科植物）

◆流れが緩やかな淵やワンド等の河川環境
◆二枚貝等が生息可能な砂礫から砂河床の河川環境
◆水際に植生が繁茂する河川環境
◆河川下流の汽水域との連続性した水域

◆身を隠すことのできる物陰や水深の深い淵がある河川環境
◆産卵期に河川と水路及び湿地と繋がる水域

◆浅い水深が安定している湿地環境
◆抽水植物や沈水植物の繁茂する閉鎖的な湿地環境

◆流れが緩やかな砂泥質で産卵のため水辺に穴を掘ることの可能なワンド
や淵等の河川環境
◆越冬場所等として利用する場合の河川環境と湿地環境との連続性のある
環境

◆生息場所、採餌場所として樹林環境
◆樹林環境と草地及び湿地環境との連続性がある環境

◆繁殖場や餌場としての樹林環境

2525

その１

【【参考資料参考資料】】 現在の生態系が成立するための環境

2626

№ 分類 分類群 種名 重要種 注目種 生育・生息に必要な環境

26 動物（陸上） 鳥類 コウノトリ ● 上位性

27 チュウサギ ●

28 マガモ ●

29 ミサゴ ●

30 カワセミ ●

31 コチドリ ● ◆営巣地としての砂礫地

32 オオタカ ● 上位性

33 ハイタカ ●

34 ノスリ ●

35 ハヤブサ ●

36 コアオアシシギ ● ◆餌場としての湿地環境

37 イソシギ ● ◆餌場としての湿地環境や浅瀬のある河川環境

38 陸上昆虫類 カトリヤンマ ●
◆成虫の生息場としての樹林環境・草地環境
◆繁殖場や幼生の成育場としての湿地環境

39 ナゴヤサナエ ●
◆幼虫の生育場としての砂河床で流れのある河川環境
◆未成熟個体の成育場としての樹林環境
◆繁殖場としての河川環境

40 マルガタゲンゴロウ ● ◆通常時河川と不連続であり、浅い水深が安定している湿地環境

41 植物 シダ植物 ミズワラビ ●

42 離弁花類 ホソバイヌタデ ●

43 ミズマツバ ●

44 合弁花類 オオアブノメ ●

45 カワヂシャ ●

46 単子葉類 マツカサススキ ●

47 ミクリ ● 典型性

48 ヒメガマ ● 典型性

49 コガマ ● 典型性

50 離弁花類 タコノアシ ● 典型性 ◆湿地環境や冠水頻度が高い河川環境

51 － オギ群落 ● ◆比高がやや高い湿地環境

52 離弁花類 コブシ ●

53 オオハナウド ●

54 メノマンネングサ ●
◆岩場環境
◆本種は堤防法面のコンクリートの隙間で確認

◆餌場・休息場としての河川環境（開放水域）
◆餌場としての湿地環境

◆餌場として魚類等を採餌しやすい浅い水深の湿地環境
◆餌場としてのバッタ類等の昆虫を採餌しやすい草地環境（低茎草地）

◆餌場としての湿地環境、草地環境、樹林環境

◆樹林環境

◆放棄田、池沼等の湿地環境

2626

その２
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 第４回　円山川水系自然再生推進委員会

資料－4.3

河川工事の実施状況について（直轄管理区間）

国土交通省　豊岡河川国道事務所

平成21年3月17日
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平成20年度工事実施予定箇所 平面位置図
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１．技術部会の意見を配慮した工事

KTR橋掛替え工事に

関わる配慮事項

堀川橋上下流高水敷掘削工事

平面図

円山川

堀
川
橋

標準横断面図

標準横断面図

変更前

変更後

六方川

立野大橋上下流高水敷掘削工事

標準横断図

平面図

標準横断図

変更前

変更後

立野大橋

円山川

戸牧川
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円山川

車止移設
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図　面　名

縮　　　尺

設計年月日

出石川総施工区間

L=７８８ｍ

置石

標準断面図

入佐川

出石川（鳥居地区）河道掘削工事

平面図

標準横断面図

旧鳥居橋

新鳥居橋

円山川

菅
川

自然石空積ブロック

階段工

イメージ

88

KTR橋掛替え工事に関わる配慮事項

堀
川

橋

KTR橋

豊
岡

大
橋

工事実施前の状況

配慮状況
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0.0 k
ひのそ島上流部

20.0 k

円山川(福田地区) 

6.0 k

出石川（加陽地区他）15.0 k

0.0 k

10.0 k
5.0 k

25.0 k

河道掘削工事

高水敷掘削工事

構造物工事

築堤、堤防嵩上工事

護岸整備工事

3.0 k

伊豆地区

鶴岡地区

２．平成20年度 河道掘削工事 予定位置図

桃島地区

桃島地区他河道掘削工事

2.
8k

2.
0K

円山川

平 面 図

標準横断面図

ひのそ島上流部河道掘削工事

平面図

標準横断面図

円山川

円山川

標準横断面図（C工区）

鶴岡地区河道掘削工事

円山川

A工区
B工区

C工区

鶴岡橋

日
置

橋

標準横断面図（A工区、B工区）
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円山川

A工区
B工区

C工区

鶴岡橋

日
置

橋

鶴岡地区河道掘削箇所の現状

A工区

B工区

C工区

日
置
橋

鶴岡橋

A工区
B工区

C工区

円山川
A工区
現在でもカワラハハ
コの群落が見られる
ことより工事実施際
には、立地環境の保
全について検討する

C工区
特にカワラハハコ
等の貴重種は確
認されていない

B工区
10年前までカワラハハ
コの群落が確認されて
いたが、砂州高の低下
により確認されていない

鶴岡地区河道掘削箇所の配慮事項

既存の文献においてカワラハハコが確認されている地点

出石川（加陽地区他）河道掘削工事

出石川

施工延長 L=100.0m
施工区間 L=120.0m

施工区間 L=200.0m

多自然型ブロック

標準横断面図

標準横断面図

標準横断面図

円山川

伊豆地区河道掘削（その２）工事

標準横断面図

施
工

区
間

L=280.0m

H19年度完成
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円山川（福田地区）河道掘削工事

標準横断面図 標準横断面図

法尻詳細図

法覆護岸工 L=260.0m
沈床工 L=290.0m

福
田

橋

奈佐川 栃
江
橋

0.0 k

20.0 k

佐野地区

6.0 k

15.0 k

0.0 k

10.0 k
5.0 k

25.0 k

河道掘削工事

高水敷掘削工事

構造物工事

築堤、堤防嵩上工事

護岸整備工事

3.0 k

赤石地区

３．平成20年度 高水敷掘削工事 予定位置図

赤石地区河道掘削工事

Ｐ19

標準横断面図

奈
佐

川

円山川 K
T
R

豊
岡
大
橋

堀
川
橋

施工区間 L=2336.0m 掘削工 V=98,000m3

H18年度完成

掘削形状に
ついて部会
にて検討

佐野地区高水敷掘削（その２）工事

標準横断面図 標準横断面図

円山川

出
石

川

佐野地区高水敷掘削（その２）工事

佐野地区高水敷掘削（その２）工事

H18年度完成
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0.0 k

小島地区

来日地区

20.0 k

6.0 k

15.0 k

0.0 k

10.0 k
5.0 k

25.0 k

河道掘削工事

高水敷掘削工事

構造物工事

築堤、堤防嵩上工事

護岸整備工事

3.0 k

４．平成20年度 護岸整備工事 予定位置図

小島地区護岸整備工事

標準横断面図 標準横断面図

港
大
橋 菊屋島

護岸整備 L=157.0m

来日地区護岸整備工事

標準横断面図

ひその島結
和
橋

護岸整備 L=165.0m 護岸整備 L=135.0m

0.0 k

城崎地区

梶原地区築堤工事

20.0 k

一日市地区他

6.0 k清冷寺地区他

15.0 k

0.0 k

10.0 k
5.0 k

25.0 k

河道掘削工事

高水敷掘削工事

構造物工事

築堤、堤防嵩上工事

護岸整備工事

3.0 k

中ノ郷地区

５．平成20年度 築堤、堤防嵩上工事 予定位置図
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城崎地区築堤他工事

玄武洞

円山川

標準横断面図（下流側）

標準横断面図（上流側）

築堤工事 L=322.0m 築堤工事 L=370.0m 築堤工事 L=104.0m

築堤工事 L=796.0m

奈
佐

川

円山川

K
T
R

豊
岡
大
橋

堀
川
橋

一日市地区他築堤工事

標準横断面図

一日市地区築堤工事

梶原地区築堤工事

標準断面図 標準断面図

鎌
谷
川

六
方

川

梶
原
地
区
築
堤
工
事

梶原排水機場

梶
原

地
区

築
堤

工
事

百合地排水機場

中ノ郷地区築堤他工事

円山川

標準断面図

Ｐ36

中
ノ
樋
門

市
谷
橋

円山川
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清冷寺地区他堤防嵩上工事

出石川

標準横断面図 標準横断面図

五
条
大
橋

旧
新
田
井
堰

堤防嵩上工事
L=２５０．０m

水路工 L=328.0m

0.0 k

20.0 k
八代排水樋管他新設工事
八代排水機場新設工事

6.0 k

15.0 k

0.0 k

10.0 k
5.0 k

25.0 k

鳥居橋

河道掘削工事

高水敷掘削工事

構造物工事

築堤、堤防嵩上工事

護岸整備工事

3.0 k

６．平成20年度 構造物工事 予定位置図

八代排水樋管他新設工事
八代排水機場新設工事

八代川

円
山

川

八代樋門

一
般

国
道

31
2号

Ｐ１5

8000

4200
1800

2000

100 100

2
40
0

54
00

19
00

97
00

5m以上 5m以上

H.W.L. T.P.+10.280

計画河床 T.P.+2.012

1:300

VCL=40 VCR=2000 VCR=1180VCL=40

1:1
.5

推定支持層線

1: 1.5

27850

桁　長　91200

橋　長　91800

400

300

A1

NO.0+16.90

34700

P1

27850

P2

400

300

A2

NO
.5+

8.7
0

L = 16.00m N = 18本
鋼管杭φ1000(中堀工法)

97
00

4200

54
00

1800
2000

L = 19.50m N = 12本
鋼管杭φ1000(中堀工法)

1
00

8000

19
00

100100

2
40
014

00

M

12
90

0

11
00
0 2200

100 11500

10
0

19
0
0

100

17
00

F

1
70
0

F

14
00

46504650

M

(5.4K+66.0)

(5.4K+96.0)

1.
0
m以

上

2
.
0m
以

上

堤内地盤高T.P.+5.79

12
90

0

11
00
0 2200

100 12000

10
0

19
0
0

100

鋼管杭φ1000(中堀工法)
L = 12.50m N =13本

49004900

鋼管杭φ1000(中堀工法)
L = 13.50m N =12本

鳥居樋門

鳥居橋上部工工事

鳥居橋付近 平面図
出
石
川

鳥居橋架替イメージ図

鳥居防災拠点
鳥居橋上部工工事

平 面 図

横断図

鳥居橋上部工工事

完成イメージ図
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0.0 k

20.0 k

6.0 k
嶋地区高水護岸工事

15.0 k

0.0 k

10.0 k
5.0 k

25.0 k

堤防強化工事

護岸整備工事

3.0 k 嶋地区堤防強化工事

平成20年度(追加) 護岸、堤防強化工事 予定位置図

嶋地区高水護岸工事

平面図

標準横断図

出
石

川

嶋地区堤防強化工事

標準横断図

出
石

川

平面図
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 第４回　円山川水系自然再生推進委員会

資料－4.4

今年度のモニタリング調査結果について

国土交通省　豊岡河川国道事務所

平成21年3月17日
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今年度のモニタリング調査結果

資料資料--4.44.4

平成平成2121年年33月月1717日日

１１．調査概要．調査概要
≪目 的≫
①治水工事、自然再生の影響と効果把握及び、改善策の検討

②経年的な河川環境の変化傾向の把握

22

①植物調査

②魚類調査

③底生動物調査

④鳥類調査

4月

2008年 2009年

1月 2月 3月5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
種　　別

2月 3月

ｼﾗｳｵ等

底生動物相・早春季

魚類相・夏季ｲﾄﾖ･ｱﾕ遡上 ｱﾕ・ｻｹ産卵・ｱﾕ降下

ｺｳﾉﾄﾘ(定点）ﾂﾊﾞﾒねぐらｺｳﾉﾄﾘ（定点）

ｼﾗｳｵ等

底生動物相・早春季

ｺｳﾉﾄﾘ（定点・移動）

植物相・夏季 植物相・秋季

＊ ：調査実施済み、 ：調査実施予定

今回報告内容

■貴重種、一般種の出現状況を単純に比較するのではな
く、円山川ならではの特徴を踏まえた評価方法として着目
種を利用したカバー率も参考とした。

■現在の円山川の典型的なハビタットを把握した上で、事
業の影響等をモニタリングするための対象生物種を、本検
討では仮に着目種と呼ぶ。

①着目種Ａは、保全対象とすべき希少な種選定を基本。
②着目種Ｂは、ハビタット毎に典型的に存在しモニタリン

グに適した種選定を基本。

２．モニタリング結果の評価方法２．モニタリング結果の評価方法
２．１ 着目種の設定と利用

33

円山川の貴重な
ハビタットを１３分類

既往の生物調査データから
出現頻度、個体数を種毎整理

ハビタット毎の着目種候補Ａ，Ｂ選定

出現頻度、個体
数共に少ない
→着目種Ａ候補

分類ハビタットの分
布位置情報整理

出現頻度、個体
数共に多い
→着目種Ｂ候補

調査確認した着目種数
カバー率＝

設定した着目種数

２．２ 着目種選定経緯とカバー率

44
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ハビタットの分類例（下鶴井周辺）

55

ワンド・池（H-5）
支川流入部

（H-2）

干潟
（H-1）

ヨシ原
（H-7）

その他：広い緩流域（H-11）

３．３．調査結果調査結果

(1)調査方法

調査地区内を踏査し、目視観
察により植物種の生育状況を
把握した。また、植物種の生
育状況等の写真撮影を実施し
た。

66

(2)調査時期
夏季：H20.7.30～8.1
秋季：H20.11.8～11.11

３．１ 植物調査（植物相調査）

(3)調査地区
ひのそ島（M-4）を含む15地
区で実施した。 植物調査位置図

植物確認種数と外来種率（夏季）

0

100

200

300

400

500

600

平成9年
(夏季)

平成13年
(夏季)

平成18年
(夏季)

平成19年
(夏季)

平成20年
(夏季)

確認種数

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

外来種率（%）

外来種

在来種

外来種率

河川水辺の国勢調査 円山川自然再生調査業務

(4)調査結果と経年変化
夏季、秋季調査により、109
科584種の植物が確認された。

調査年により確認種並びに外
来種率の増減はみられるが、
大きな差異を見られず、植物
種数としてはほぼ一定レベル
を保っていることが見受けら
れる。

77

科　数 種　数

10 23

3 3

離弁花類 55 256

合弁花類 21 146

20 156

109 584

分　類　群

 シダ植物

種子植物

裸子植物

被子植物
双子葉植物

単子葉植物

合　　計

平
成
20
年
度

調査結果確認種数

植物確認種数と外来種率（秋季）

0

100

200

300

400

500

600

平成9年
(秋季)

平成13年
(秋季)

平成18年
(秋季)

平成19年
(秋季)

平成20年
(秋季)

確認種数

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

外来種率（%）

外来種

在来種

外来種率

河川水辺の国勢調査 円山川自然再生調査業務

平
成
20
年
度

(5)着目種の確認状況【着目種の経年変化】

今年度は、着目種Aではヒメシロアサザ、着目種A・Bではヤ

ナギヌカボ、そして「事業の実施により出現可能性がある
種」が未確認である。ひのそ島は環境変化（土砂の堆積等）や
植生遷移（ヨシ群落、オギ群落の拡大）等により湿地環境が
減少していることが考えられた。

88

備　　考

確認の有無 カバ－率 確認の有無 カバ－率 確認の有無 カバ－率

オオマルバノホロシ ○ ○ ○  M-10

ヒメシロアサザ ○ ひのそ島 ○ ひのそ島 × （平成18年度、19年度 ひのそ島で確認）

ヒメナミキ ○ ○ ○  M-3,M-5

ビロードスゲ ○ 奈佐川 ○ 奈佐川 ○ 奈佐川 （奈佐川で確認）

フジバカマ ○ ○ ○  M-6

ミズアオイ ○ ○ ○  M-7

ヒメガマ ○ ○ ○  M-5,I-1,ひのそ島

ヨシ群落 ○ ○ ○  M-1,M-3,M-5,M-6,M-7,M-9,M-10

オギ群落 ○ ○ ○
 M-3,M-5,M-6,M-7,M-8,M-9,M-10,M-12,M-13,
 M-15,M-16,I-1,ひのそ島

エノキ－ムクノキ群集 ○ ○ ○  M-14,M-15,M-16

カワラハハコ ○ ○ ○  M-13,M-14,M-15
サデクサ ○ ○ ○  M-5,M-7

シオクグ ○ ○ ○  M-1

ホソバイヌタデ ○ ○ ○  M-5,M-6,M-7,M-8,M-9,M-10,I-1

ヤナギヌカボ ○ ひのそ島 ○ ひのそ島 × （平成18年度、19年度 ひのそ島で確認）

平成20年度における確認地区等
平成20年度平成19年度種　名

着
目
種
Ａ

着
目
種
Ｂ

××

現地調査における確認状況

５／６
83.3%

（今後、塩生湿地で確認の可能性あり）

着
目
種
Ａ
・
Ｂ × （今後、湿地で確認の可能性あり）

４／５
80.0%

４／６
66.7%

事業の実施により出現可能性がある種
（トチカガミ、ドクゼリ、ガガブタ等）

事業の実施により出現可能性がある種
（エゾウキヤガラ）

×

×

平成18年度

６／６
100.0%

４／５
80.0%

５／６
83.3%

６／６
100.0%

４／５
80.0%

５／６
83.3%

×
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(6)工事の影響について
◆モニタリング地区全体の種数については、平成18年度調査

以降、減少傾向は見られず、工事の影響は見受けられない。
◆着目種については、ひのそ島の環境変化や植生遷移等によ
り確認されなかった種や、将来的に出現が期待される湿地
や塩生湿地に依存する種が未確認であるが、その他の種は
確認されており、工事の影響は見受けられない。

◆今後も継続して環境監視に努める

99

H19 データ

かつて出現していたが、環境の変化によっ
て確認できなかった種

事業の実施により出現可能性がある種

ヒメシロアサザ －

（１種） （０種）

－
塩生湿地

（ｴｿﾞｳｷﾔｶﾞﾗ）

（０種） （１種）

ヤナギヌカボ
湿地

（ﾄﾁｶｶﾞﾐ,ﾄﾞｸｾﾞﾘ,ｶﾞｶﾞﾌﾞﾀ等）

（１種） （１種）

対応策

・平成19年度調査で確認されたが、平成20
年度調査では未確認。
・環境の変化に伴い、再び出現する可能性
があるため、継続して確認に努める。

・現時点では未確認。
・事業の進展に伴い、出現する可能性があ
るため、継続して確認に努める。

未確認の主な原因

着目種Ａ

着目種Ａ・Ｂ

項目

着目種Ｂ

(1)魚類相調査

①調査方法
投網、タモ網、定置網、
刺網、はえなわ、地曳網
を使用して採捕調査を
行った。

３．２ 魚類調査

円山川

奈佐川 

【円山川水系直轄管理区間】 

 

円山川 (27.73km) 

奈佐川 (4.1km) 

出石川 (8.7km) 

出石川

M-1 菊屋島

M-2 楽々浦

M-3 戸島 

M-5 下鶴井

M-6 奈佐川合流

M-12 閉鎖型湿地

M-10 開放型湿地

M-9 戸牧川合流 

M-8 六方川合流 

M-7 野上 

M-13 中ノ郷 

I-1 五条大橋 

N-1 奈佐川 

シラウオ等調査 

凡例 

 魚類相調査（14地区） 

  シラウオ等調査 

 

Ｓ＝1：100,000 

Ｎ 

M-15 中郷礫河原

※イトヨ調査、アユ産卵場調査、 

サケ産卵状況調査は、直轄監理区間

全域を対象に実施する 

イ
ト
ヨ
確
認
調
査

ア
ユ
・
サ
ケ
産
卵
状
況
調
査

魚類調査位置図
1010

②調査時期
夏季：H20.7.22～7.25

H20.8.4～8.8

③調査地区
出石川、奈佐川を含む14
地区で実施した。

 アユ遡上調査 

 アユ降下調査 

凡例 

 魚類相調査（14地区）
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春季 夏季 初春季 夏季 夏季 夏季 夏季

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度

調査季

汽水・海水魚

回遊魚

純淡水魚10月に台風23号

④魚類相の経年変化
魚類の種数としては、平成19年度と変化はない。
工事前の平成16年度（夏季）と比較すると、スナヤツメ、カ
ライワシ、ウルメイワシ、カジカ中卵型、ヒイラギの5種が新

たに確認された。
平成16年度以降確認されていない種は、マゴチ、アカカマス、

コモンフグの汽水・海水魚が挙げられる。

1111

種
数

河川水辺の国勢調査
（もしくはそれに準じた調査）

円山川自然再生調査

(２)着目種の確認状況【着目種の経年変化】
今年度は着目種Aのサクラマス、イトヨ、カワアナゴの3種、着目種
Bのシラウオ（3月調査予定）、エドハゼの2種が未確認である。

1212

確認の有無 カバー率 確認の有無 カバー率 確認の有無 カバー率

スナヤツメ × ○ ○ N-1

カワヤツメ × ○ ○ I-1

カネヒラ ○ ○ ○ M-6,M-7,M-8,M-9,M-10,M-12,M-13,I-1

イチモンジタナゴ ○ ○ ○ M-5,M-13,

アカザ ○ ○ ○ M-15

サクラマス × × ×

イトヨ（降海型） × × ×

カマキリ ○ ○ ○ M-2*,M-3

シロウオ ○ ○ ○ M-3,M-5

カワアナゴ × × ×

ジュズカケハゼ ○ ○ ○ M-3,M-5,M-7,M-8,M-9,M-12

アユ（産卵場） × ○ ○ M-13*,M-15*

アブラハヤ ○ ○ ○ M-13,M-15

カワヒガイ ○ ○ ○ M-7,M-9,M-10,M-12,M-13,M-15,N-1,I-1

コウライモロコ ○ ○ ○ I-1*

ドジョウ ○ ○ ○ M-2,M-3,M-5,M-8,M-12,M-13,M-15,N-1,I-1

ナマズ ○ ○ ○ M-3,M-6,M-7,M-8,M-10,M-12,M-13,M-15,N-1,I-1

サケ ○ ○ ○ M-15*

ワカサギ（在来個体群） ○ ○ ○ M-1*

シラウオ ○ ○ ×

メダカ ○ ○ ○ M-2,M-3,M-5,M-6,M-7,M-8,M-9,M-10,M-12,M-13,N-1,I-1

エドハゼ × × ×

クボハゼ ○ ○ ○ M-1

トウヨシノボリ（宍道湖型） ○ ○ ○ M-13,M-15,N-1,I-1

注1）　　　　　は今年度調査で確認された種を示す。

注2）*は魚類相以外のその他調査時に確認されたことを示す。

今年度調査における確認地点

17/24　（70.8％） 20/24　（83.3％） 19/24　（79.2％）

平成20年度　確認状況

8/11
（72.7％）

11/13
（84.6％）

平成19年度　確認状況

全体のカバー率

12/13
（92.3％）

着
目
種
A

着
目
種
B

11/13
（84.6％）

区分 種名

8/11
（72.7％）

6/11
（54.5％）

平成18年度　確認状況

平成18,19年度は円山川漁協が確認
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項目

未確認の主な原因

今後の早春季調査により
確認が期待される種 希少性による未確認種

着目種Ａ
－

・サクラマス、
・イトヨ（降海型）、
・カワアナゴ

（0種） （3種）

着目種Ｂ
シラウオ エドハゼ

（1種） （1種）

対応策
○今後、河川域で産卵を行う早春季に
調査を実施するため、確認される可能
性が高いと考えられる。

○既存の調査でも確認情報が少なく本来、生息
数が少ないことが考えられるが、工事による影
響も懸念されることから、今後も継続して生息
状況を監視する。

(3)工事による影響について
◆種数については、平成18年度の調査以降の減少は確認されなかっ

た。
◆イトヨが平成19年以降確認されていないことや、サケの遡上数と

産卵床数が減少したこと、アユ遡上数が少ないこと等から、河道
掘削等の工事の影響も懸念される。

◆今後も継続して監視に努める。

1313

円山川

奈佐川 

【円山川水系直轄管理区間】 

 

円山川 (27.73km) 

奈佐川 (4.1km) 

出石川 (8.7km) 

出石川

M-1 菊屋島

M-2 楽々浦

M-3 戸島

M-5 下鶴井

M-6 奈佐川合流

M-12 閉鎖型湿地

M-10 開放型湿地

M-9 戸牧川合流 

M-8 六方川合流 

M-7 野上 

M-13 中ノ郷 

I-1 五条大橋 

N-1 奈佐川 

凡例 

 底生動物調査（14地区） 

Ｓ＝1：100,000 

Ｎ 

M-15 中郷礫河原

1414

(1)魚類相調査

①調査方法
Ｄフレームネット、エクマン
バージ型採泥器、スコップ、
ジョレン等を用いて定性採
取調査を行った。

②調査時期
早春来：
平成20年2月8日～11日

3月7日～8日

③調査地区
出石川、奈佐川を含む14
地区で実施した。

３．３ 底生動物調査
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春季 冬季 早春季 春季 夏季 早春季
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種
数

その他

コウチュウ目

カワゲラ目

トビケラ目

ハエ目

トンボ目

カゲロウ目

エビ目

2004年10月に23号台風2004 年 10 月に台風 23 号 

(2) 過去の底生動物相との比較

・台風23号通過後の約1年間は減少した状況がみられ、平成18年度以降は回復傾
向にあると考えられた。

・平成19年度早春季調査では、平成16年度の台風前の状態まで回復している状況
が確認された。

円山川水系全体の底生動物相の過去との比較

主要目別の種数の経年変化

その他（マキガイ綱、ニマイガイ綱、ゴカイ綱等）、ハエ目（ユスリカ科等）、
トビケラ目（ナガレトビケラ科等）の種数が増加しており、これらの多くは今
年度調査で新たに確認された種である。

1515

(3) 調査地区全体の着目種カバー率

更新

平成18 年度 平成 19年度 確認状況 区
分 

種名 
確認の有無 確認の有無 カバ－率 

特記事項 
（確認地区等） 

ｸﾛﾀﾞｶﾜﾆﾅ × ○ M-8* 

ｶﾜｸﾞﾁﾂﾎﾞ × ○ M-1、M-2、M-5 

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ○ ×  

ﾊﾏｸﾞﾘ × × ※M-1でｼﾅﾊﾏｸﾞﾘは確認された 

ｺｹｺﾞｶｲ × ○ M-1 

ｴﾋﾞｼﾞｬｺ ○ ○ M-1、M-2*、M-5* 

ｱﾘｱｹﾓﾄﾞｷ ○ ○ M-3*、M-6* 

ﾅｺﾞﾔｻﾅｴ × ○ M-8*、Ｉ-1*、出石川上流* 

着
目
種
Ａ 

ｷｲﾛﾔﾏﾄﾝﾎﾞ × × 

６／９ 
 

(66.7％) 

 

ｶﾜｱｲｶﾞｲ ○ ○ M-1、M-2 

ﾑｼﾔﾄﾞﾘｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ × ×  

ｶﾜｻﾞﾝｼｮｳｶﾞｲ ○ ○ 
M-1、M-2、M-3、M-5、M-6、M-7、 

M-9、M-10 

ﾄﾝｶﾞﾘｻｻﾉﾊｶﾞｲ × ×  

ﾄﾞﾌﾞｶﾞｲ × ×  

ｲｼｶﾞｲ × ○ M-8、M-10* 

ｳﾈﾅｼﾄﾏﾔｶﾞｲ ○ ○ M-1、M-2、M-3 

ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ ○ ○ M-1、M-2、M-3、M-5、M-7*、M-10* 

ｼﾗﾀｴﾋﾞ ○ ○ M-1、M-2、M-3*、M-5* 

ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ ○ ○ 全地点 

ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ ○ ○ 
M-1、M-2、M-3、M-5、M-6、M-7、 

M-9、M-10 

ｱｶﾃｶﾞﾆ ○ ○ M-3 

着
目
種
Ｂ 

ﾐﾔﾏｻﾅｴ ○ ○ 

１０／１３ 
 

(76.9％) 

M-15、出石川上流* 

 注）*はその他調査時に確認されたことを示す。

・着目種Aはカバー率6/9（66.7％）で、モノアラガイ、ハマグリ、キイロヤマトンボの3種が未確認。
・着目種Bはカバー率10/13（76.9％）で、ムシヤドリカワザンショウガイ、トンガリササノハガイ、
ドブガイの3種が未確認。

1616
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(4)着目種による評価

項項
目目

未確認の主な原因未確認の主な原因

希少性よる未確認種希少性よる未確認種

（過去に直轄区間で確認）（過去に直轄区間で確認）
情報不足による未確認種情報不足による未確認種

（過去に直轄区間で未確認）（過去に直轄区間で未確認）

着着
目目
種種
ＡＡ

・ハマグリ・ハマグリ
・キイロヤマトンボ・キイロヤマトンボ

－－

（（22種）種） （（00種）種）

着着
目目
種種
ＢＢ

－－
・ムシヤドリカワザンショウガイ・ムシヤドリカワザンショウガイ
・トンガリササノハガイ・トンガリササノハガイ
・ドブガイ・ドブガイ

（（00種）種） （（33種）種）

対対
応応
策策

○既存の調査でも確認情報が少なく本来、○既存の調査でも確認情報が少なく本来、
生息数が少ないことが考えられるが、工生息数が少ないことが考えられるが、工
事による影響も懸念されることから、今事による影響も懸念されることから、今
後も継続して生息状況を監視する後も継続して生息状況を監視する

○情報を収集して、確認できる地点で調査を○情報を収集して、確認できる地点で調査を
実施する実施する

① ハマグリ、キイロヤマトンボの2種は既存文献での確認事例も少なく、
分布域が限られており、生息数が極めて少ないことも考えられる。

② ムシヤドリカワザンショウガイ、トンガリササノハガイ、ドブガイの3種は
既存文献での確認事例がなく、直轄区間で未確認である。

③ 工事による影響は見受けられない。
④ 激特事業が継続されることから、今後も継続して監視する。

※着目種のうちハマグリについては、今年度調査ではシナハマグリという別種が確認されている。本種は中国大陸や朝鮮半
島等から大量に輸入されており、潮干狩り等で通常見られる程、現在では広く分布するハマグリ類である。ハマグリの在来種
は全国的に減少しており、生息個体数は非常に少ないものと考えられる。 1717

1818

３．４ 鳥類調査

(1)コウノトリ飛来状況調査

①調査方法・調査地点
【定点観察調査】
立野大橋周辺に定点を設け、高
水敷切り下げ箇所への飛来状況、
行動等を観察した。
【移動観察調査】
過去の円山川飛来情報をもとに、
円山川と出石川に4つの調査区間
を設け、各区間内を30分毎に移動

しながら、飛来状況を観察した。

②調査時期
秋季：H20.３.５～９（定点観察）
秋季：H20.11.14～18（定点観察）
冬季：H21.1.9～1.13

（定点・移動観察調査）
調査位置図

（３月、11月、1月）

1919

③調査結果（定点観察調査）：利用状況
秋季、冬季とも水深10～20cmでの利用

時間が多かった。

水深とコウノトリの行動時間（平成20年１1月14日（金）～18日（火））

00時間

04時間
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12時間

16時間

20時間
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0～10 10～20 20～30 30～37 37～44

水深（cm）
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算
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動
時
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探餌時間

水深とコウノトリの行動時間（平成21年１月9日（金）～13日（火））
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＊J0004、J0005、J0228、J0275の積算行動時間を示す

冬季（H21.1.9～13）秋季（H20.11.14～18）

＊J0228、J0275の積算行動時間を示す

水深の尺度は「平成17年度 豊岡市コウノトリ

野生復帰学術研究報告書「兵庫県豊岡市円
山川下流域に生息する野生コウノトリの2005
年秋期における採餌場所の利用」（東邦大学
理学研究科 武田広子、平成17年）によった。

水深40cm箇所での休息 水深0cm箇所での探餌

H20.3調査は参考資料を参照
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④調査結果（移動観察調査） ａ．飛来状況
【切下げ効果を把握するためのモニタリング調査】
30分間隔の調査による、延べ確認個体数は、加陽地区（ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ）が最も多く、次

いでひのそ島地区、下鶴井地区、立野大橋であった。
本調査は大雪により水位が高かったため、顕著な切下げ効果が見られなかった。

2020

n=31

n=20

n=6

n=8
n=14

n=1

n=0

n=0

n=5
n=0

n=193

①調査時間：７：００～１７：００
②観察回数：30分毎に１回確認

１日観察回数：２１回
５日間延べ観察回数：１０５回
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⑤円山川への飛来情報（聞き取り情報等）
集団飛来の状況（１月に頻度が多かった）

 

立
野
大
橋 

堀
川
橋 

円山川

1 月 15 日
13 羽飛来 

1 月 28 日
4 羽飛来 

1 月 21 日
6 羽飛来 

10 月 19 日
15 羽飛来 

1 月 16 日 
17 羽飛来 

1 月 17日 
10 羽飛来 

1 月 18 日
14 羽飛来 

1 月 24 日 
14 羽飛来 

1 月 25日
16 羽飛来 

1 月 26日
6羽飛来 

1 月 29 日
4 羽飛来 

2121

⑤円山川への飛来情報（聞き取り情報等）
円山川の水位が低下する10月以降、水位低下時を中心に高水敷切

り下げ箇所へ集団で飛来するのが確認されている。積雪が多かった
１月はその頻度が多くなった。

 

立
野
大
橋 

堀
川
橋 

円山川

1月 15日 
13羽飛来 

1月 28 日
4羽飛来 

1 月 21 日
6羽飛来 

10月 19 日 
15 羽飛来 

1月 16日 
17 羽飛来 

1月 17日
10羽飛来 

1月 18 日
14 羽飛来 

1月 24日
14羽飛来 

1 月 25日 
16羽飛来 

1月 26 日
6羽飛来 

1月 29日 
4 羽飛来 

円山川に飛来したコウノトリ 平成21年1月16日9時45分
写真提供：NPOコウノトリ湿地ネット

平成21年1月の水位とｺｳﾉﾄﾘ飛来状況（聞き取り情報等） 2222
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1月11日 1月20日1月12日 1月13日 1月14日 1月15日 1月16日 1月17日 1月18日 1月19日

1月22日 1月23日 1月24日 1月25日 1月26日 1月27日 1月28日 1月29日 1月30日

1 月 15 日

13 羽飛来

1月 28 日 

4 羽飛来 

1月 21 日 

6羽飛来 

1 月 16 日
17羽飛来

1 月 17 日

10羽飛来
1 月 18 日

14 羽飛来

1月 24 日
14羽飛来 1月 25 日

16 羽飛来
1月 26 日
6羽飛来 

現地調査

現地調査

1 月 29 日 

4 羽飛来 

ツバメ類ねぐら調査位置図
2323

(2)ツバメ類のねぐら調査

①調査方法・調査地点
ツバメ類の集団ねぐら地となって
いる円山川中・下流域のヨシ原
において、その利用状況を把握
するため、目視観察による調査
を実施した。

②調査時期
第１回：H20.8.4,5
第２回：H21.8.18,19

下鶴井地区上空に集まったツバメ（H20.8.18）

2424

③調査結果
第１回調査では戸島地区のヨシ原で約2,000個体、第２回調査で
は下鶴井地区のヨシ原で約20,000～30,000個体のツバメが上空
に集まり、19:00頃から一斉にヨシ原に降下するのが確認された。

他の場所ではツバメのねぐらは確認されなかった。

第１回調査（H20.8.4,5）確認位置図

★約2,000個体の集団
★19:05からヨシ原に

急降下

戸島地区ねぐら地

下鶴井地区ねぐら地

★約20,000～30,000個体の集団
★19:00からヨシ原に急降下

第２回調査（H20.8.18,19）確認位置図
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試験試験湿地湿地
モニタリングモニタリング結果結果

2525

横断型試験湿地（平成20年6月25日撮影）

横断型試験湿地（平成20年9月11日撮影）

１．調査目的
平面形状の違いによる魚類群集の特徴を把握し、今後の湿地整備を検
討する際の基礎資料を得ることを目的とする。

2626

２．調査場所 ：横断型試験湿地（円山川11.2～11.4km右岸）

横断型試験湿地

円
山
川

調査位置

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

閉
鎖
・
複
断
面
型

閉
鎖
・
複
断
面
型

閉
鎖
・
複
断
面
型

閉
鎖
・
複
断
面
型

閉
鎖
・
複
断
面
型

閉
鎖
・
単
断
面
型

半
閉
鎖
・
単
断
面
型

閉
鎖
・
単
断
面
型

半
閉
鎖
・
単
断
面
型

開
放
・
単
断
面
型

開
放
・
単
断
面
型

開
放
・
複
断
面
型

開
放
・
複
断
面
型

半
閉
鎖
・
複
断
面
型

半
閉
鎖
・
複
断
面
型

閉
鎖
・
複
断
面
型

←円山川

横断型試験湿地平面図

Ⅰ．横断型試験湿地：魚類

３．調査日
・夏季（出水前）：平成20年6月12日
・夏季（出水後）：平成20年6月24日、25日
・秋季 ：平成20年10月10日

試験湿地天端高（TP+1.0m）

夏季[出水前]
（6月12日）

夏季[出水後]
（6月24～25日）

秋季
(10月11日)

立野観測所における水位変動

2727

４．調査方法
◆魚類採捕：サーフネットを使用し、各湿地内の魚類を採捕する
◆測定項目：採捕した個体は、種の同定、個体数の計数、体長計測を行

い、写真撮影を行った後、速やかに元の湿地へ放流した。

調査状況（サーフネット） 採捕された魚類

2828
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５．調査結果
(1)各調査季の魚類群集
・夏季（出水前）:オイカワ、アシシロハゼが総個体数の過半数を占めた

・夏季（出水後）:①出水前と比較してビリンゴ、ウグイ、マハゼが増加した

②種数、個体数ともに出水前より増加した

←試験湿地を出水時の避難場として利用

・秋季 :①オイカワ、フナ属が個体数の上位種として再出現した
②種数は夏季（出水後）と同程度、個体数は夏季（出水前）

と同程度となった

その他

913個体

21%

ﾏﾊｾﾞ

348個体

8%

ｱｼｼﾛﾊｾﾞ

353個体

8% ｳｸﾞｲ

358個体

8%

ﾋﾞﾘﾝｺﾞ

385個体

9%

ﾆｺﾞｲ

1941個体

46%
23種

4,298個体

夏季（出水前） 夏季（出水後） 秋季

2929

その他

234個体

9%ﾒﾀﾞｶ

285個体

10%

ｵｲｶﾜ

468個体
17%

ﾋﾞﾘﾝｺﾞ

506個体

18%

ﾌﾅ属

570個体

21%

ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ

 687個体

25%

24種
2,750個体

その他

498個体

19%

ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ

220個体

8%

ﾎﾞﾗ

227個体
8%

ﾌﾅ属

311個体

12%

ｱｼｼﾛﾊｾﾞ

417個体

16%

ｵｲｶﾜ

1006個体

37%18種
2,679個体

各湿地で確認された魚類等

夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季 夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季 夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季 夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季 夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季 夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季 夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季 夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季 夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季 夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季 夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季 夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季 夏季
(出水前）

夏季
(出水後)

秋季

1 ｺｲ ｺｲ ｶﾈﾋﾗ 1 1

2 ﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ 1 2 156 1 5 66 4 274 1 30 4 1 1 1 126 1 4 32 13 1 2 35 687

3 ｺｲ 2 4 1 3 1 1 3 1 15 1

4 ﾌﾅ属 4 12 414 17 4 13 71 20 29 126 63 23 34 12 14 9 46 3 2 16 7 6 9 13 5 39 4 2 8 12 2 311 158 570

5 ｵｲｶﾜ 1 109 82 35 34 119 12 66 113 23 82 55 20 16 35 85 29 12 2 4 234 59 170 2 5 2 33 143 33 13 1,006 154 468

6 ｳｸﾞｲ 3 1 9 3 10 1 17 3 82 1 25 3 82 2 6 1 3 33 5 2 86 1 5 358 16

7 ﾓﾂｺﾞ 1 4 19 2 24 1 1 1 2 1 1 1 11 47

8 ﾀﾓﾛｺ 2 2 2 6

9 ｶﾜﾋｶﾞｲ 2 2 1 1 4 2

10 ｶﾏﾂｶ 1 1 3 1 4

11 ﾆｺﾞｲ 148 10 18 1 43 1 47 8 6 44 12 438 1 1 96 17 624 6 90 65 172 5 164 1 8 1,941 69

12 ﾅﾏｽﾞ ｷﾞｷﾞ ｷﾞｷﾞ 2 2

13 ｻｹ ｷｭｳﾘｳｵ ﾜｶｻｷﾞ 1 5 1 6 13

14 ｱﾕ ｱﾕ 2 1 1 2

15 ﾀﾞﾂ ﾒﾀﾞｶ ﾒﾀﾞｶ 3 1 1 1 10 32 44 192 21 30 22 9 2 1 2 1 1 4 1 7 3 2 91 24 41 6 8 1 2 4 154 128 285

16 ｽｽﾞｷ ｽｽﾞｷ ｽｽﾞｷ 1 13 8 2 4 1 1 2 4 21 11 4

17 ｼﾏｲｻｷ 1 3 4

18 ｻﾝﾌｨｯｼｭ ｵｵｸﾁﾊﾞｽ 1 1 1 1 4

19 ﾌﾞﾙｰｷﾞﾙ 4 1 5

20 ﾋｲﾗｷﾞ ﾋｲﾗｷﾞ 1 1

21 ﾎﾞﾗ ﾎﾞﾗ 3 30 6 27 5 102 13 1 5 2 10 10 27 1 50 15 6 13 1 227 97 3

22 ﾒﾅﾀﾞ 3 2 1 1 1 2 10

23 ﾊｾﾞ ｽﾐｳｷｺﾞﾘ 1 1 9 1 4 8 1 1 4 2 3 6 29

24 ｳｷｺﾞﾘ 1 1

25 ﾋﾞﾘﾝｺﾞ 4 54 8 2 44 59 77 111 22 64 81 5 24 5 14 20 77 63 36 32 11 54 27 7 51 33 5 4 3 5 19 130 385 506

26 ﾏﾊｾﾞ 12 1 5 6 25 35 1 7 1 18 96 5 3 7 1 108 2 4 11 13 14 27 6 7 1 57 348 11

27 ｱｼｼﾛﾊｾﾞ 5 11 19 31 171 133 64 48 10 12 1 23 152 90 417 353

28 ｺﾞｸﾗｸﾊｾﾞ 3 6 2 1 1 11 3 4 1 1 2 1 2 3 2 1 15 24 5

29 ｼﾓﾌﾘｼﾏﾊｾﾞ 1 1 2 1 3

30 ﾇﾏﾁﾁﾌﾞ 6 4 124 82 18 49 30 6 6 3 10 1 29 32 4 2 3 220 155 34

31 ﾁﾁﾌﾞ 7 1 10 3 5 9 1 1 1 11 6 7 1 1 1 1 5 49 13 9

ﾊｾﾞ科 1 14 1 39 11 4 34 48 56

5 192 594 166 77 282 350 320 491 421 325 527 109 209 104 307 830 135 127 316 113 116 880 63 298 254 223 417 207 116 183 346 59 180 342 43 2,679 4,298 2,750

1 ｴﾋﾞ(十脚) ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ 5 4 11 11 1 16 8 15 7 1 27 3 5 5 3 3 8 13 32 11 22 3 4 1 5 22 80 154 12

2 ｽｼﾞｴﾋﾞ 1 2 21 7 6 8 5 1 51

3 ﾇﾏｴﾋﾞ ﾐｿﾞﾚﾇﾏｴﾋﾞ 3 5 10 2 3 5 3 8 5 4 1 4 11 6 4 6 4 9 10 3 50 33 23

4 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ 5 1 6

5 ｲﾜｶﾞﾆ ｸﾛﾍﾞﾝｹｲｶﾞﾆ 1 1

6 ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ 2 1 1 1 1 4

7 ｶﾒ ｲｼｶﾞﾒ ﾐｼｼｯﾋﾟｱｶﾐﾐｶﾞﾒ 1 1

5 8 11 16 3 26 10 26 20 7 11 27 12 10 16 4 4 5 19 14 22 38 5 21 22 5 13 7 2 5 22 139 187 90

総計 5 197 602 177 93 285 376 330 517 441 332 538 109 236 104 319 840 151 131 320 113 121 899 77 320 292 228 438 229 121 196 353 61 185 364 43 2,818 4,485 2,840

半閉鎖開放半閉鎖

小計

小計

目名No
⑨

閉鎖開放閉鎖

総計

湿地番号・平面形状

半閉鎖開放閉鎖 開放閉鎖
科名

③ ⑭⑬⑫⑪⑩⑦ ⑧

半閉鎖

⑥⑤④
種名

3030

５．調査結果
(2)経時変化
・本流と試験湿地が接続すると、平面形状に関係なく種数は増加した

←試験湿地は出水時の避難場として機能する可能性を示唆

・閉鎖型湿地では、夏季(出水後)から秋季にかけて種数も個体数も減少

した
←本流と分離した期間が長くなると、魚類群集は湿地形状独自の状態に

戻る可能性を示唆

確認種数の経時変化 確認個体数の経時変化

3131

14

17
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21

17

0
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15

20

25

夏季
(出水前)

夏季
(出水後)

秋季

確
認

種
数

開放型 半閉鎖型 閉鎖型

582

944

542

1486

1106

1357

2248

851611

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

夏季
(出水前)

夏季
(出水後)

秋季

確
認

個
体

数

開放型 半閉鎖型 閉鎖型

②対象外

⑯対象外

③閉鎖・単断面型

⑮対象外

⑩閉鎖・単断面型

④開放・単断面型

⑨開放・単断面型

⑦開放・複断面型

⑭開放・複断面型

⑧閉鎖・複断面型

⑬閉鎖・複断面型

⑤半閉鎖・複断面型

⑥半閉鎖・単断面型

⑪半閉鎖・複断面型

⑫半閉鎖・単断面型

③閉鎖・単断面型

⑩閉鎖・単断面型

④開放・単断面型

⑨開放・単断面型

⑦開放・複断面型

⑭開放・複断面型

⑧閉鎖・複断面型

⑬閉鎖・複断面型

⑤半閉鎖・複断面型

⑥半閉鎖・単断面型

⑪半閉鎖・複断面型

⑫半閉鎖・単断面型

③閉鎖・単断面型

⑩閉鎖・単断面型

④開放・単断面型

⑨開放・単断面型

⑦開放・複断面型

⑭開放・複断面型

⑧閉鎖・複断面型

⑬閉鎖・複断面型

⑤半閉鎖・複断面型

⑥半閉鎖・単断面型

⑪半閉鎖・複断面型

⑫半閉鎖・単断面型

夏季（出水前）

夏季（出水後）秋季

５．調査結果
(3)群集構造の経時変化

・クラスター分析により湿地を分類

① 夏季(出水後)にグループ数が2つに減少
湿地の形状に関係なく出水時の避難場として利用

② 秋季にグループ数が3つに増加
出水後は本流との接続頻度に応じた魚類群集に変
化（出水前の群集構造に戻る）

3232
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オオフサモ

ホザキノフサモ

ホソバミズヒキモ

クロモ

特定外来生物

Ⅱ．横断型試験湿地：確認された水草①

確認された水草②

オオカナダモ コカナダモ

特定外来生物 特定外来生物

ミズアオイ

植物相、水草等の調査結果に
ついては現在取りまとめ中です。

平成19年12月に実施した縦断型湿地の堆積状況です。
湾曲部の内側と置き石箇所周辺は、土砂が堆積する傾向が見られました。

Ⅱ．縦断型試験湿地

立
野
大
橋

Ⅲ．高水敷き切り下げ＋置き石箇所の効果

円
山
大
橋

縦断型湿地湾曲部（右岸側）

縦断型湿地湾曲部（左岸側）

縦断型湿地直線部（左岸側）

縦断型湿地直線部（右岸側）

13.7k付近左岸切り下げ＋置き石箇所
平成19年12月10日のレーザー測量

T.P0.0～0.1mT.P0.1～0.2m

T.P0.2～0.3m

置き石箇所

◆置き石箇所周辺は、土砂が堆積する傾向にあり、コウノトリが採餌しやすい環
境（採餌に適した水位）や魚類が生息しやすい環境（置き石や溜まりによる多様
な生息環境）が創出されているものと考えられる。

参考：高水敷き切り下げ＋置き石箇所の効果
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0.03 0.07 0.04 -0.390 -0.418 -0.462 -0.4 NO.35

0.00 0.05 0.05 -0.200 -0.200 -0.253 -0.2 NO.34

-0.10 -0.07 0.02 -0.178 -0.083 -0.106 0.0 NO.32

変化高
(c-b)

変化高
(c-a)

施工2年

変化高
(b-a) 

施工1年

現況実測値
(H20年度)
平均(c)

現況実測値
(H19年度)

平均(b)

工事後検測高
平均(a)

計画
地盤高

代表横断
測量箇所

地盤高の変化状況(例：湾曲部左岸側)

単位：高さはT.P.(m)、変化高は(m)

平成21年2月に実施した縦断型湿地の堆積状況（速報）です。
地盤高の変化があまり見られませんでした。

3838

【参 考 資 料】

　　●は選定したハビタット別の着目種（案）が確認された地点を示す。
　　◆は選定したハビタット別の着目種（案）が確認されなかった地点を示す。

　　カバー率は、確認種数/目標とする種数の割合を示す。

着目種AではM-10、M-14、M-15、着目種BではM-6、M-7、M-
10、M-12、M-14、M-15、M-16がカバー率100％。

3939

【植物相】 ①地区別の着目種カバー率

　　●は選定したハビタット別の着目種（案）が確認された地点を示す。
　　◆は選定したハビタット別の着目種（案）が確認されなかった地点を示す。

　　カバー率は、確認種数/目標とする種数の割合を示す。

塩生湿地、低茎湿地以外のハビタットのカバー率が100％。

水域

ワンド・池
ヨシ以外の
まとまった
抽水植物群落

まとまった
ヨシ原

まとまった
オギ原

まとまった
河畔林

まとまった
礫河原

その他
（塩生湿地）

その他
（低茎湿地）

その他
（原野）

オオマルバノホロシ ● ● ●

カワラハハコ ● ●

サデクサ ● ●

シオクグ ● ●

ヒメシロアサザ ◆ ◆

ヒメナミキ ● ●

ビロードスゲ ● ●

フジバカマ ● ●

ホソバイネタデ ● ●

ミズアオイ ● ●

ヤナギヌカボ ◆ ◆

事業の実施により出現可能性がある種
（トチカガミ、ドクゼリ、ガガブタ等）

◆ ◆

目標とする種数（●＋◆） 1 1 1 1 0 1 1 5 2 12

確認種類数（●） 1 1 1 1 0 1 1 2 2 9
未確認種類数（◆） 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3

1/1 1/1 1/1 1/1 － 1/1 1/1 2/5 2/2 9/12
100.0 100.0 100.0 100.0 － 100.0 100.0 40.0 100.0 75.0

カワラハハコ ● ●

サデクサ ● ●

シオクグ ● ●

ホソバイネタデ ● ●

ヤナギヌカボ ◆ ◆

ヒメガマ ● ●

ヨシ群落 ● ●

オギ群落 ● ●

エノキ－ムクノキ群集 ● ●

事業の実施により出現可能性がある種
（エゾウキヤガラ）

◆ ◆

事業の実施により出現可能性がある種
（トチカガミ、ドクゼリ、ガガブタ等）

◆ ◆

目標とする種数（●＋◆） 0 1 2 1 1 1 2 3 0 11

確認種類数（●） 0 1 2 1 1 1 1 1 0 8

未確認種類数（◆） 0 0 0 0 0 0 1 2 0 3

－ 1/1 2/2 1/1 1/1 1/1 1/2 1/3 － 8/11
－ 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0 33.3 － 72.7

ハビタット別着目種のカバー率（％）

ハビタット別着目種のカバー率（％）

着
目
種
B

着
目
種
A

区分 種名
円山川
全体

陸域

4040

【植物相】 ②ハビタット別の着目種カバー率

-10-



  

 

ピンク数字：第 1回調査確認個体数 

青数字：第２回調査確認個体数 

49 
7 1 

35 

No.1 

No.2 

No.5 

No.6 

No.7 

No.8 

No.11

No.9 

No.10

●

● ● 

● 

● ● 
● 

● 

● 

● 

● 

No.4 

結和橋 

玄武洞 

円山川橋梁 

ひのそ島 

補足：六方水門(M-8) 

● 

補足：楽々浦湾(M-2) 

● 

9 

No.3 

補足：下鶴井(M-5) 

● 

13 

17 

5 

46 

7 

1 

● シラウオ成魚確認位置 

卵を確認 

11箇所でシラウオの生息が確認された他、
一日市島下流右岸の干潟（№11）でシラ
ウオの産卵が確認された。

① 調査結果概要

【シラウオの成魚】

【雌卵巣内の卵子（腹面）】

4141

第１回調査：平成20年 3月 8日～ 9日
第２回調査：平成20年 3月21日～22日

(1)シラウオ調査

既往の調査結果等に基づき、河口から約5.0～
12.0km区間（円山川下流域）の11地点（+補足

地点）で実施した。

平成17年以降の調査結果からシラウオの産卵状況の変化を推定した。

◆親魚の分布中心は河口より6～10km区間の砂質干潟である。
◆河床材料が泥から砂に変化した箇所もみられた。
◆平成18年度に確認地点・個体数が減少したが、平成19年度にはともに増加した。

② 経年変化

平成17年度以降のシラウオ親魚の分布状況

№５の底質→
（平成19年度）

4242

←№５の底質
（平成18年度）

0

20

40

60

80

100

120

140

4 6 8 10 12

河口からの距離（km）

親
魚

（
個

体
）

H17親魚
H18親魚
H19親魚

円 

山 

川 

出 

石 

川 

奈

佐 

川 

0 1 2km 

調査位置図(2)イトヨ調査

①調査方法
タモ網・地曳網等を用いて
調査を行った

③調査地点
既存資料の整理、学識者等
への聞き取りを行った後、
調査地点（27地点）を設定

した。

4343

②調査時期
第1回：H20.5.29～30
第2回：H20.6.10～11

イトヨ降海型（稚魚）

調査地点

④これまでの確認状況
◆水辺の国勢調査で平成7年
と11年に中ノ郷ワンド、菊

屋島の池で確認された。
◆戸島地区の水路で平成17年
に多数確認されたが、18年
は1個体の確認のみであっ

た。
◆聞き取り調査によると、か
つては、蓼川井堰まで成魚
が遡上するのが確認された。

平成17年6月に戸島地区水路で確認さ

れた多数の稚魚

≪菊屋島の池≫ 
平成 11年 5月：10個体（稚魚）

円 

山 

川 

出 

石 

川 

奈

佐 

川 

≪中ノ郷地区の右岸ワンド・左岸池≫ 
平成 7 年 3 月：9 個体（成魚） 

≪戸島湿地下流の水路≫ 
平成 17年 6月：多数（稚魚） 
平成 18年 5月：1個体（稚魚） 

≪楽々浦湾奥の水路≫
昔は確認された 

≪堀川橋左岸の湿地≫ 
以前確認されたことがある 

凡 例 

 既往文献による確認地点 

 聞き取り情報による確認地点 

 調査地点 

≪来日川周辺の水路≫ 
以前確認されたことがある 

≪蓼川井堰下流≫ 
以前成魚が釣れたことがある 

4444
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⑤イトヨの未確認要因についての推定
◆戸島地区の水路など、堤外地の圃場整備等により生息地
が消失、または河川からの遡上経路が分断された。

◆平成18年以降、遡上期の２月から３月の円山川の濁度が

高く、忌避行動を起こした。
◆円山川下流に設置された汚濁防止膜により、遡上経路が
阻害された。

濁度の経年変化（立野水質観測所：1月～6月）水路と本川との分断（戸島地区整備状況）
4545

濁度の月平均値（1月～6月：立野水質観測所）

0.0
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平成18年以降、2月、
3月の濁度が高い
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平成15年 平成16年

平成17年 平成18年
平成19年 平成20年

1月 2月 3月 4月 5月 6月

平成15年 平成16年

平成17年 平成18年
平成19年 平成20年

平成15年 平成16年

平成17年 平成18年
平成19年 平成20年

 

遡上調査 

(3)アユ遡上調査

①調査方法・調査地点
蓼川井堰の両岸において目
視観察によるアユ遡上数の
カウントを行った。夜間は
上流端に定置網を設置した。

円

山

川

蓼
川
井
堰

上
之
郷
橋

遡上調査

4646

調査位置図

②調査時期
第1回：H20.6.5～6
第2回：H20.6.16～17
※調査日程は円山川漁協への遡上状況のヒアリング、
水位の状況（平水位）等を考慮し、決定した。

左岸調査状況 右岸調査状況

③調査結果
【第１回調査】
6月5日に38個体、
6月6日に46個体の

日遡上数が推定さ
れた。
【第２回調査】
6月16日に340個体、
6月17日に1,002個

体の日遡上数が推
定された。
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＊各時間帯で観察した30分の遡上数を60分の遡上数に換算した数値である。
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4747

第１回アユ推定遡上数

第２回アユ推定遡上数

右岸側で確認されたアユ（H20.6.17）

６月５日 ６月６日

６月16日 ６月17日

④今年度のアユ遡上状況
調査結果並びに聞き取り調査により、今年度のアユの遡上数は
例年に比べ少ないことが考えられた。
◆稚アユが円山川へ集まる早春季に濁水が多く流れた。
◆アユ遡上期に汚濁防止膜が円山川下流部に設置された。
◆漁協への聞き取りによると、近隣の河川（岸田川、天神川な
ど）では、例年になくアユ遡上数が多かったが、円山川では極端
に少なかった。

汚濁防止膜

円山川下流の汚濁防止膜設置位置図

4848

円山川全体のアユ遡上数は少なかったものの、堰下流の河川
整備に伴い、魚道入口の落差等が改善されたため、平水時に
おけるアユの魚道遡上は多くなった。

＊円山川漁業協同組合ヒアリング

【蓼川井堰下流の改修】
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仔魚降下調査

円

山

川
蓼
川
井
堰

蓼
川
大
橋

仔魚降下調査

4949

調査位置図

(4)アユ仔魚降下調査

①調査方法・調査地点
最下流の平瀬周辺において、
プランクトンネットを使用
した仔魚降下調査を実施し
た。調査は3時間毎に10分
間の採捕を左岸、中央、右
岸の3箇所において一昼夜実

施した。

②調査時期
第1回：H20.11.7～8

調査地点状況 調査状況 採捕したアユ仔魚 （約4mm）

③調査結果
【採捕仔魚数】
合計4,799個体／日

の仔魚が採捕された。
18時から降下が確認
され、19時30分で約
2,000個体となりピー

クがみられた。その後
は減少し、翌朝9時に

は採捕されなかった。

【推定降下仔魚数】
採捕仔魚数とネット通
過流量、河川流量より
推定した日降下数は、
約236万個体となった。
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平成20年11月7日 平成20年11月8日

調査日時

流
下

仔
魚

数

：実測データによる推定数 

：補間値 

推定合計数：2,360,318個体 

採捕仔魚数

推定降下仔魚数

11月7日 11月8日

11月7日 11月8日

推定合計数 2,360,318個体

5050

(5)アユ産卵場調査

①調査方法・調査地点
蓼川井堰下流の早瀬を中心に９地点で実施した。産卵範囲を把握
した後、方形枠内の砂礫を採取し、産卵数を推定した。

②調査時期
第1回：H20.10.27～28
第2回：H20.11.6～7
第3回：H20.11.17～18

No.1 

No.2 

No.3 No.5 

No.6 

No.7 

No.8 

No.4 

● 

● 

● 

凡例 

● 第 1回調査アユ産卵場 

● 第 2回調査アユ産卵場 

● 第 3回調査アユ産卵場 

● 

● 

● 

● 

No.9 

● 

● ● 

● ● ● 

0 100 200 300 400 500m

③調査結果
合計卵数は第１回に約3,200
万個、第２回に約740万個、第
３回に約240万個と推定された。

上ノ郷橋

蓼川大橋

中ノ郷

5151採取したアユの卵

④産卵状況の変化
今年度は平成19年度に確認された蓼

川大橋周辺の№２、№３で産卵は確認さ
れず、上流の上ノ郷橋下流の№７、№８
で新たに確認された。
総産卵数は平成19年度と平成20年度
ともに約4,000万個と推定され、産卵数

や産卵場面積に大きな変化はみられな
かった。

0.000

200.000

400.000

600.000

800.000

1000.000

10/24-25 11/4-5 11/16-17 10/27-28 11/6-7 11/17-18

平成19年度 平成20年度

ア
ユ

の
産

卵
場

面
積

(m
2
)

0

10,000,000

20,000,000

30,000,000

40,000,000

50,000,000

ア
ユ

の
推

定
産

卵
数

(個
)

産卵場総面積

推定総産卵数

産卵場面積と推定産卵数の変化

×－－№９

●×－№８

●×－№７

××－№６

●●●№５

●●●№４

×●●№３

×●－№２

●●－№１

H20.10/27
～11/18

H19.10/24
～11/17

H17.10/21
～11/3

調査
地点

平成20年度平成19年度平成17年度

調査年度

アユの産卵確認箇所の変化

●：アユの産卵が確認された地点、×：産卵が確認されな
かった地点、－：調査を実施していないことを示す

5252
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凡例 

● サケ産卵床（平成 17 年度調査） 

● サケ産卵床（平成 19 年度調査） 

● サケ産卵床（今年度調査） 

(6)サケ産卵場調査

①調査方法・調査地点
漁協等へのヒアリング情報をもとに、円山川と出石川において
目視観察を行い、サケの生体、死骸や産卵床を把握した。

②調査時期
第1回：H20.11.9～10
第2回：H20.11.19～20

今年度調査では、これまで
（平成17年度、平成19年
度）確認されていた上ノ郷
橋上流側の淵尻でサケの産
卵床が確認されなかった。

サケ産卵床分布状況の変化

③調査結果
円山川の蓼川井堰下流と出石川の
堀川橋周辺で産卵床が確認された。

出石川

円山川

蓼川井堰

堀川橋

5353産卵床の河床材料

確認されたサケの死骸

④産卵状況の変化
既往調査で確認されていた円山川の上ノ郷橋上流等で産卵床が
確認されず、産卵床の確認数は平成19年度の73箇所から14箇所

に減少した。
漁協や学識者等への聞き取り情報では、『今年は円山川へのサケ
の遡上時期が遅く、遡上数も少ない』、『近接する竹野川では今年は
サケの遡上数が減少した』等の情報が得られた。

14箇所

×

3箇所

×

6箇所

×

3箇所

×

2箇所

11月9～10日、
11月19日～20日

今年度

減少

確認されず

減少

確認されず

減少

確認されず

減少

確認されず

新たに確認された

昨年度からの変化

73箇所3箇所産卵床合計数

1箇所－支線合流部（7.9km）

4箇所－堀川橋（7.7km）出
石
川

3箇所－赤崎橋上流（26.5km）

13箇所－蓼川井堰下流（22.0km）

14箇所3箇所上ノ郷橋上流（21.4km）

29箇所－上ノ郷橋下流（21.3km）

9箇所－上郷（20.9km）

－－中ノ郷（20.2km）

円
山
川

11月4～5日、
11月16日～18日

11月2～3日調査日

平成19年度平成17年度調査年度

サケ産卵床の確認状況の変化

5454－：調査を実施しなかったこと、×：確認されなかったことを示す

　　●は選定したハビタット別の着目種（案）が確認された地点を示す。
　　◆は選定したハビタット別の着目種（案）が確認されなかった地点を示す。

　　カバー率は、確認種数/目標とする種数の割合を示す。

着目種ＡではM-7、M-12、M-13と、着目種BではM-13、M-15、N-1、I-1で
高いカバー率を示した。円山川上流でカバー率が高い傾向にあった。

奈佐川 出石川
M-1 M-2 M-3 M-5 M-6 M-7 M-8 M-9 M-10 M-12 M-13 M-15 N-1 I-1

菊屋島 楽々浦 戸島 下鶴井 奈佐川合流 野上 六方川合流 戸牧川合流 開放型湿地 閉鎖型湿地 中ノ郷 中郷礫河原 奈佐川 五条大橋

スナヤツメ ●

カワヤツメ ●
カネヒラ ● ● ● ●

イチモンジタナゴ ◆ ◆ ● ●
アカザ ● ●

サクラマス ◆

イトヨ（降海型） ◆ ◆ ◆

カマキリ ◆ ● ◆ ●

シロウオ ◆ ●
カワアナゴ ◆ ◆
ジュズカケハゼ ◆ ● ● ● ◆ ●

1 4 1 0 0 3 2 0 0 3 2 2 0 1 11
0 1 0 0 0 2 1 0 0 2 2 1 0 0 8
1 3 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 3

0/1 1/4 0/1 - - 2/3 1/2 - - 2/3 2/2 1/2 - 0/1 8/11
0 25.0 0 - - 66.7 50.0 - - 66.7 100.0 50.0 - 0 72.7

アユ（産卵場） ● ●

アブラハヤ ◆ ◆ ● ● ◆ ●
カワヒガイ ◆ ● ◆ ● ● ● ● ● ● ●
コウライモロコ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ● ●

ドジョウ ● ● ● ◆ ◆ ● ◆ ● ● ● ● ●
ナマズ ● ● ● ● ● ●

サケ ◆ ● ●

ワカサギ ● ◆ ◆ ◆ ◆ ●
シラウオ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

メダカ ◆ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
エドハゼ ◆ ◆

クボハゼ ● ●
トウヨシノボリ（宍道湖型） ● ● ● ● ●

6 3 3 5 4 5 6 3 2 5 8 6 7 6 13
2 2 2 2 1 2 3 2 1 3 7 5 5 6 11
4 1 1 3 3 3 3 1 1 2 1 1 2 0 2

2/6 2/3 2/3 2/5 1/4 2/5 3/6 2/3 1/2 3/5 7/8 5/6 5/7 6/6 11/13
33.3 66.7 66.7 40.0 25.0 40.0 50.0 66.7 50.0 60.0 87.5 83.3 71.4 100.0 84.6

円山川
全体

円山川
区分 種名

目標とする種数（●＋◆）
確認種類数（●）
未確認種類数（◆）

地区別着目種のカバー率（％）

着
目
種
A

着
目
種
B

目標とする種数（●＋◆）
確認種類数（●）
未確認種類数（◆）

地区別着目種のカバー率（％）

5555

【魚類相】 ①地区別の着目種カバー率

　　●は選定したハビタット別の着目種（案）が確認された地点を示す。
　　◆は選定したハビタット別の着目種（案）が確認されなかった地点を示す。

　　カバー率は、確認種数/目標とする種数の割合を示す。

浮き石状態の瀬とワンド・池では着目種Bのカバー率が100％。干潟及び
湧水箇所では、各ハビタットに選定される着目種は確認されなかった。

ハビタット分類

干潟 支川流入部 湧水箇所 浮石状態の瀬 ワンド・池 その他ﾊﾋﾞﾀｯﾄ

1 スナヤツメ ◆ ● ●
2 カワヤツメ ◆ ◆ ● ●
3 カネヒラ ● ● ● ●
4 イチモンジタナゴ ◆ ● ● ●
5 アカザ ● ●
6 サクラマス ◆ ◆

7 イトヨ（降海型） ◆ ◆ ◆
8 カマキリ ◆ ● ●
9 シロウオ ◆ ● ●
10 カワアナゴ ◆ ◆

11 ジュズカケハゼ ● ●
1 3 2 2 4 9 11
0 1 0 1 2 7 8
1 2 2 1 2 2 3

0/1 1/3 0/2 1/2 2/4 7/9 8/11
0 33.3 0 50.0 50.0 77.8 72.7

1 アユ（産卵場） ● ●
2 アブラハヤ ● ● ●
3 カワヒガイ ● ● ● ●
4 コウライモロコ ◆ ●

5 ドジョウ ● ● ●
6 ナマズ ● ●
7 サケ ◆ ●
8 ワカサギ ◆ ◆ ●
9 シラウオ ◆ ◆ ◆
10 メダカ ● ● ●
11 エドハゼ ◆ ◆ ◆
12 クボハゼ ◆ ● ●
13 トウヨシノボリ（宍道湖型） ● ●

4 5 1 2 4 6 13
0 4 0 2 4 3 11
4 1 1 0 0 3 2
0/4 4/5 0/1 2/2 4/4 3/6 11/13
0.0 80.0 0.0 100.0 100.0 50.0 84.6

着
目
種
B

目標とする種数（●＋◆）
確認種類数（●）
未確認種類数（◆）

円山川全体

ハビタット別着目種のカバー率（％）

ハビタット別着目種のカバー率（％）

No. 区分 種名

目標とする種数（●＋◆）
確認種類数（●）
未確認種類数（◆）

着
目
種
A

5656

【魚類相】 ②ハビタット別の着目種カバー率
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奈佐川 出石川
M-1 M-2 M-3 M-5 M-6 M-7 M-8 M-9 M-10 M-12 M-13 M-15 N-1 I-1

菊屋島 楽々浦 戸島 下鶴井 奈佐川合流 野上 六方川合流 戸牧川合流 開放型湿地 閉鎖型湿地 中ノ郷 中郷礫河原 奈佐川 五条大橋

クロダカワニナ ◆ ●
カワグチツボ ● ●
モノアラガイ ◆ ◆ ◆
ハマグリ ◆
コケゴカイ ◆ ●
エビジャコ ● ● ●

アリアケモドキ ◆ ◆ ◆ ●
ナゴヤサナエ ◆ ● ●
キイロヤマトンボ ◆ ◆

2 4 0 1 0 1 1 0 0 0 2 0 0 2 9
1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 6
1 2 0 1 0 1 1 0 0 0 2 0 0 1 3

1/2 2/4 - 0/1 - 0/1 0/1 - - - 0/2 - - 1/2 6/9
50.0 50.0 - 0.0 - 0.0 0.0 - - - 0.0 - - 50.0 66.7

カワアイガイ ● ● ●
ムシヤドリカワザンショウガイ ◆

カワザンショウガイ ● ● ● ● ● ●
トンガリササノハガイ ◆

ドブガイ ◆

イシガイ ◆ ●
ウネナシトマヤガイ ● ●
ヤマトシジミ ● ● ● ● ● ●
シラタエビ ● ● ●

ミゾレヌマエビ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
クロベンケイガニ ● ● ● ● ● ● ● ●
アカテガニ ◆ ● ◆ ●
ミヤマサナエ ◆ ◆ ◆ ◆ ●

6 8 5 5 2 5 1 3 1 1 2 1 2 2 13
6 7 5 4 2 3 1 3 1 1 1 1 1 1 10
0 1 0 1 0 2 0 0 0 0 1 0 1 1 3

6/6 7/8 5/5 4/5 2/2 3/5 1/1 3/3 1/1 1/1 1/2 1/1 1/2 1/2 10/13
100.0 87.5 100.0 80.0 100.0 60.0 100.0 100.0 100.0 100.0 50.0 100.0 50.0 50.0 76.9

着
目
種
A

着
目
種
B

目標とする種数（●＋◆）
確認種類数（●）

未確認種類数（◆）

地区別着目種のカバー率（％）

目標とする種数（●＋◆）
確認種類数（●）

未確認種類数（◆）

地区別着目種のカバー率（％）

円山川
全体

円山川
区分 種名

全地点で着目種Aのカバー率が低い他、着目種BではM-13中ノ郷、N-1奈佐川、
I-1五条大橋のカバー率が低くなっている。

5757

【底生動物】 ①地区別の着目種カバー率

ハビタット分類

干潟 支川流入部 湧水箇所 浮石状態の瀬 ワンド・池 ヨシ原 その他ﾊﾋﾞﾀｯﾄ

1 クロダカワニナ ◆ ●
2 カワグチツボ ● ●
3 モノアラガイ ◆ ◆
4 ハマグリ ◆ ◆
5 コケゴカイ ◆ ● ●
6 エビジャコ ● ●
7 アリアケモドキ ◆ ● ●
8 ナゴヤサナエ ● ●
9 キイロヤマトンボ ◆ ◆

2 - - - 2 - 7 9
0 - - - 0 - 5 6
2 - - - 2 - 2 3

0/2 - - - 0/2 - 5/7 6/9
0.0 - - - 0.0 - 71.4 66.7

1 カワアイガイ ● ●
2 ムシヤドリカワザンショウガイ ◆ ◆
3 カワザンショウガイ ● ●
4 トンガリササノハガイ ◆ ◆
5 ドブガイ ◆ ◆
6 イシガイ ◆ ●
7 ウネナシトマヤガイ ● ●
8 ヤマトシジミ ● ●

9 シラタエビ ● ●
10 ミゾレヌマエビ ● ●
11 クロベンケイガニ ● ● ●
12 アカテガニ ● ●
13 ミヤマサナエ ● ●

- - - - 3 1 10 13
- - - - 0 1 9 10
- - - - 3 0 1 3
- - - - 0/3 1/1 9/10 10/13
- - - - 0.0 100.0 90.0 76.9

円山川全体

ハビタット別着目種のカバー率（％）

ハビタット別着目種のカバー率（％）

No. 区分 種名

目標とする種数（●＋◆）
確認種類数（●）

未確認種類数（◆）

着
目
種
A

着
目
種
B

目標とする種数（●＋◆）
確認種類数（●）

未確認種類数（◆）

・ヨシ原ではクロベンケイガニが確認されたことからカバー率が高くなっている。
・ハビタット別の着目種が設定されているが、未確認や設定したハビタット以外の環境で

確認されたことから、干潟及びワンド・池ともに着目種は確認されなかった。
5858

【底生動物】 ②ハビタット別の着目種カバー率

5959

3月調査（3月5日～9日）

6回 7回

＜探餌行動と採餌回数＞

＜採餌物＞
J0228が飛来して採餌
（平成20年3月8日）

人工巣塔で抱卵
（平成20年3月7日）

【参考】コウノトリ定点観察調査
①飛来状況
【冬季調査H20.3.5～9】

・3月調査では1羽が2回飛来し、 13回（1個
体5日間の合計）の採餌が確認されたのみ

であった。
・百合地人工巣塔での抱卵と、河谷拠点
（給餌）への依存により円山川への飛来が
少なかった。

6060

立野大橋周辺の高水敷切り下げ箇所への飛来回数
平成20年11月14日(金)～18日(火)

0

1

2

3

4

5

6

11月14日 11月15日 11月16日 11月17日 11月18日
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秋季飛来状況図（H20.11.14～18）

立野大橋上流左岸(11月18日）

【秋季調査H20.11.14～18】
J0004、J0005、J0228、J0275の4個体
の飛来が計15回確認された。

立野大橋上流左岸側切り下げ箇所への
飛来が多く確認された。
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6161冬季飛来状況図（H21.1.9～13）

【冬季調査H21.1.9～13】
J0228、J0275の2個体の飛来が計14回

確認された。
立野大橋上流左岸側切り下げ箇所への
飛来が多く確認された。
周辺の人工巣塔ではJ0228、J0275の交

尾も確認された。

立野大橋周辺の高水敷切り下げ箇所への飛来回数
平成21年1月9日(金)～13日(火)
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立野大橋上流左岸(1月9日）

【参考】コウノトリ定点観察調査 ②採餌状況
秋季、冬季とも採餌が確認されたのはJ0228とＪ0275であった。
採餌回数は秋季が計47回、冬季が20回であり、採餌物は秋季は
約50%、冬季は20%が魚類と特定された。

 切り下げ箇所での採餌回数と内容：
J0228およびJ0275（平成20年11月14日（金）～18日（火））

特定できず,
 22個体,
 46.8%

魚類,
25個体,
53.2%

魚類

特定
できず

総採餌回数

ｎ＝47 

 切り下げ箇所での採餌回数と内容：
J0228およびJ0275（平成21年1月9日（金）～13日（火））

魚類,
4個体,

20%

特定できず,
16個体,

80%

魚類

特定
できず

総採餌回数

ｎ＝20 

6262

秋季（H20.11.14～18） 冬季（H21.1.9～13）

魚類を採餌 魚類らしきものを採餌 土から何かを引き出し採餌 浅い水たまりで何かを採餌

【参考】コウノトリ定点観察調査
③飛来時の行動
河川の低水路内での（加陽地区高水敷の
ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟを除く）、飛来及び行動をみると、
探餌が最も多かったのはひのそ島であり、
次いで立野大橋上流の切り下げ箇所、下
鶴井地区の干潟の順であった。
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探餌

加陽地区ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟでの休息の状況
（H21.1.12に10個体が確認された）

ひのそ島閉鎖型湿地での探餌の状況
（H21.1.9）

下鶴井地区干潟での探餌の状況
（H21.1.9 近傍を工事船舶が通過）
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＊赤数字は飛来羽数を示す

4羽

4羽

3羽
4羽

3羽

1羽

5羽

-16-





-1-



-2-



-3-



-4-



-5-



-6-





-1-



-2-



-3-



-4-



-5-


